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私が伝えたいこと 

COC＋事業は非常に重要な事業だと思っています。これは、地域全体の方向性、軌道

を変えようとする試みです。唯一の方法は、協働することです。私のスピーチタイトルは

「Working Better Together」で、協働することによって、より強くなるということです。大学、

自治体、企業が連携し、そして今までやったことがないような形で協働する。そしてその結

果、みんなが正しい方向に向かうというメッセージがあります。COC＋がスタートしました

が、その事業をこれからいかに強化することができるか、について話していきたいと思い

ます。 

昨日、私は千葉の地域の視察をさせていただきました。本当に素晴らしい経験でした。

そして、私は、異なるさまざまな地域をみることによって学ぶことができました。非常に多

岐にわたっており、文化も豊かであり、また自然も豊かであるということを知りました。また、

人々も非常に多様でした。視察を通じて、私はそれらの将来を変えることができるのだと

いうことに自信を持つことができました。 

それでは、まず、みなさんに、未来を想像していただきたいと思います。例えば、今から

4 年後、COC＋事業が大成功したとします。そして、みなさんや、その他の方々が互いに

連携し、今まで以上に強力に協力しあうことによって、たとえば強い製品が成長していくこ

とになります。千葉地産の製品が日本のみならず世界に広まっていきます。 

私はカリフォルニア出身です。４年後、私は千葉の製品が、私が行くカリフォルニアの店

舗に並んでいることを期待しています。もしそうなれば、グローバルブランドとなったわけ
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で、成功したということになり、雇用の創出もできるわけです。そのためは、一つの製品だ

け、それぞれの地域からの製品だけでなくて、みなさん全体で何ができるかということです。

一連の製品を生み出すために、協働が求められます。このような製品が国際的に知名度

を上げるということだけではなくて、若者が新しい事業を始めたり、農家で働いたり、その

農産品を生産したりするようになる。そして、家族が地域に引っ越してくる、千葉に戻ってく

る。都心で教育を受けたような人も千葉に再び戻ってくるようになるかもしれない。 

なぜかというと、ここがチャンスのある場所、フロンティアだと考えることができるからで

す。都心で学んだスキルを千葉で適応することができる。それは、ここの環境がオープン

だからということです。新しい企業に対しても、方法についてもオープンであるということで

す。大学は、そういったトレンドを生み出すことができます。プロジェクトベースの学習を通

じて、学生に新しい方法を教えたり、起業家精神を教える。そして早い段階から学生を開

花させるようにした方がよいでしょう。現在、いろんなプロジェクトが取組まれていますが、

それがビジネスのスキルにつながることになります。そういう形で学生たちは教育を受け

ることになるわけです。 

COC＋の成功は、スポーツとか、観光とか、食べ物とか、自然とかだけではなくて、す

べてのものを求めて千葉に来るようになることです。千葉で経験ができるからやってくると

いうことになります。ユニークな経験、さまざまな属性、さまざまな要素があり、その結果、

人々が千葉に長く留まる。そして多くのお金を落としてくれる。そうするとさらに雇用も増え

る、企業も増える。そして繁栄するということです。 

成田はもっと成長する中心になると考えています。物流、倉庫、空運、それ以外に製造

業がこの地域周辺に拠点をつくります。成田空港は国際的に知られています。そして、そ

こから多くのことが生まれてきます。人々が惹きつけられる。ですから、千葉の若者だけで

はなく、日本中の若者が成田空港の周りに集まってくる。そこにチャンスがあると考えます。 

この地域には、世界標準の医療があります。医療モデルがつくり変えられます。日本は

高齢化が進んでいます。世界標準の病院をもつ、またそれと同時に、ＩＴが医療にも革新

的な形で導入される。そうすることによって、この地域がグローバルなリーダーになりえま

す。テクノロジーを高齢化に適応したり、医療のモニターに応用したりして、新たな雇用も

生まれる。そして新しい企業も生まれてきます。そして、起業家精神が爆発的に増加をし

て、ますます若い人たちが千葉に留まるようになり、千葉に戻ってくるようになります。 

そして、人々が利益をあげるようになります。そうすると、県、地方自治体、そしてこの

会場にいらっしゃる多くの方々が、この地域に多くの投資をするようになる。そうすること

によって、この地域がより強く、魅力的になるわけです。その結果、さらなる雇用や企業が

生まれ、そして多くの若者たちが千葉県に留まるということになります。 

そのような将来をみなさん想像することができるでしょうか？ 私はできます。なぜかと

いいますと、私は世界中のいろんな地域で、このようなことが起きているのを見てきたから

です。特にアメリカです。新しい方法でみなさんが協働すれば、その地域を新たな軌道に

のせることができて、成功させることができます。千葉でも、これまで経験してきたことのな

いような成功を経験できるようになると思っています。 
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それでは、これがどういう形で実現するか話していきます。戦略アプローチについて考

えてみたいと思います。アメリカのみならず世界的に、多くの地域において成功していま

す。これは、非常に簡単な概念で、「セクター・パートナーシップ（以下、産業界での協働」

というものです。産業界での協働が非常に重要で、企業がリードをし、地域のパートナー

が企業と連携するものです。 

彼らが何をやっているのか、これと同じことをどう構築するかということもお話したいと

思います。そして、このようなビジョンを達成するためには、この会場にいるみなさんがど

のように連携して、協働していくかということについてお話したいと思います。 

今日、私たちが一緒にできること 

みなさんに３つのことを考えていただきたいと

思います。私のプレゼンテーションの際に考え

ていただきたいのですが、いろんな話題を話し

た時に、みなさんは、よい質問を考えてみてくだ

さい。つまり、私がここにいるという時間をみな

さんに活用していただきたいのです。 

そしてもう一つ、みなさんから一つよいアイデ

ィアを聞きたいと思います。どうすれば、よりよ

い千葉を構築することができるのかです。 

そして、３番目にみなさんが私からよいアイディアを聞いたかどうか教えてもらいたいと

思います。もしかしたら、千葉で使えるかもしれないというアイディアがあったら教えてくだ

さい。いろんなアイディアを伝えたいと思います。ためになるものもあると思います。 

ぜひそういったものをみなさんから聞きたいと思っています。ぜひ私を助けてください。

私の話が終ったときに、私の方から聞かせていただきます。手をあげてくださいとお願い

します。もし誰も手をあげなかったら、こちらからあてます。 

先に進む前にちょっとテストをしてみましょう。みなさんに手を挙げてもらえるかどうかの

テストです。さて、今日の夕方６時に非常に重要な試合があります。日本対オーストラリア

の間の試合です。もし日本が勝つと思う方、手を挙げてください。日本対オーストラリアの

試合、簡単ですよね。はい、みなさん満場一致で手を挙げてくれましたね。質問したときに、

今の様に手を挙げてください。 

産業界に焦点を当てる 

では、プレゼンテーションに入ります。まず、なぜ？ということです。 

産業界での協働ですが、なぜ産業界に焦点を当てるのでしょうか。いろんな企業がある

と思います。この産業界から一つの企業、こちらからまた別の企業という形ではなくて、そ

の産業界自体に焦点をあてるのはなぜでしょうか。それは、成長力、競争力のある産業

3



が成長し、そして繁栄する地域経済をつくれるからです。二十年前のものは、今の先端技

術の産業とは違うかもしれませんが、多かれ少なかれ、どのような産業界においても企業

には共通のニーズがあります。つまり、喜んで協働したいという思いがあります。産業界

全体、そして地域の改善のために、ある一定の条件がそろえば一緒に協働したいという

思いがあるわけです。 

さて、強い産業があるとします。そしてそのことによって、強い地域経済がもたらされる

と、今度は雇用が創出され、そして強い地域がつくられてきます。つまり、若者が留まりた

いと思う理由が、ここで生まれるわけです。これは、私が成功のための活気あるサイクル

と呼んでいるものです。 

強い産業があれば、非常に強固な地域がある。ところが強い産業がないと、これが逆

方向のサイクル、つまり、ネガティブに働いてしまいます。つまり、強い産業がなければ、

地域も破綻し、政府や自治体からさまざまな補助金、助成金をもらうようなことになる。そ

れはやりたくないと思います。ですから、なんとかして、産業が強くなり、そこで協働し、地

域とも一緒に協働して、さらに地域を高めていくという方向にもっていかなければなりませ

ん。 

産業界による協働とは何か 

それでは、この産業界による協働とは何かということを考えてみましょう。産業界による

協働というのは、地域の市場のレベルに存在します。これは、ある都市の２つぐらいの企

業ではありません。さまざまな自治体にまたがった複数の企業です。そういう形で世界は

動いています。世界を見てみると、市や町があり、州があり、国があり、そして地域の中に

はたとえば、サプライヤーやさまざまな企業があります。 

私の言葉ではなく、みなさんの言葉をつかって、産業界による協働というものをきちんと

定義づけなければいけません。アメリカにおいても自分たちの言葉をつかうことによって、

意味のある産業界による協働ができあがるからです。つまり、一つの産業、産業クラスタ

ーの中にある複数の企業が、政府、教育機関、経済団体、労働団体、地域組織、いろん

な組織と連携して、その産業界が必要とする労働力や競争力のために貢献するというこ

とです。 

非常に分かりやすい考え方ではないかと思います。時に、国あるいは自治体、この場

合ですと千葉県から支援を受けることもありますし、そうでない時もあります。 

重要なことは、この産業界の中の複数の企業が協働して、この変革をもたらすというこ

とです。 

産業界による協働の成功モデル 

また別の見方をしてみましょう。これは成功例です。これが起こらなければならないとい

う成功例ですが、同じ産業界から複数の企業を呼び起こすということです。つまり、事業
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者のチャンピオンと呼んでいます。このような事業者は、産業界のことも、地域のことも両

方に思いを馳せているということで、チャンピオンと呼んでいるのです。 

企業の未来だけではなく、地域の未来のことも気にかけ、そして懸念をいだいている。

そういった事業者です。千葉の若者を千葉に留めて、そして意味のある機会を与えたいと

思っているわけです。 

ではなぜ、こういうことが起こるのでしょうか。みなさんと同じように、この地域で生まれ

育った人たちがいるわけです。ですから、ここがホームです。ここにルーツがあります。こ

ういった事業者は、他の地方出身かもしれません。そして千葉に移住して、千葉の暮らし

の質に、恋をしてしまった。すっかり千葉を気に入ったという人もいると思います。そして、

この事業者は、自社の未来について理解しています。そして、その未来がこの地域の運

命と絡み合っているということを分かっているわけです。つまり、地域全体が成功しなけれ

ば、自分たちの企業の成功もないということを分かっています。 

長期にわたって、この地域で成長する。そのためには、この地域を捨てることはできな

いのです。だから、地域に関わりたいと思っているわけです。他の企業と協働したい。大

学とも協働したい。そして、その他の地域の機関、そして自治体とも協働したいと思ってい

るのです。 

ここでの課題は、正しいやり方を見つけることです。みなさん忙しいです。製品を売らな

ければなりませんし、大変なわけです。その結果、企業をまとめて、協働させるということ

は、大変難しくなります。ですから、そのやり方を考えなければなりません。さて、お気づき

になったと思いますが、それは、企業だけではありません。いろんなパートナーがいます。

この図では企業が真ん中にあります。なぜならば、まず最初に企業に関与してもらい、協

働の中心として、触媒として、そしてドライバーとしてとらえられなければ、うまくいかなくな

ります。協働を前に進めるためには、大学、自治体、その地域のさまざまな機関だけだと、

その協働はうまく回らなくなってしまうからです。 

企業が円卓に集まった場合、企業はその産業界として、優先順位がなんであるかとい

うことを、考えることができます。そうすると、そこでその地域は、信用することができること

になります。重要なのは、地域の支援は、パートナーとならなければいけないということで

す。 

ここでの大きな落とし穴は、企業が円卓に集まり、大学、自治体などの中で、彼らが、

顧客のような扱いを受けるということです。企業は、新たなニーズはなんなのか、そして、

そのようなニーズに対して、どのように答えることができるのかと聞きたがるわけです。し

かし、よりよいのは、そこで、みんなで議論することです。どうすればこの産業をより強固

にできるか、そして自らが何をしなければいけないのか、お互いに何をして、どうやって実

現すればいいのかということを、考えるようにしなければなりません。つまり、この地域と

その産業界がパートナーとして連携するということであり、顧客であるとか、そのベンダー

であるというような関係ではないということにする必要があります。これは非常に大きな違

いです。成功している協働では、このことが非常に大切です。これはアメリカのみならず、

世界的にいえることです。 
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連携によって得られるもの 

先ほどもいいましたが、このような協働が達成するものは多くあります。たとえば、人材

の改善です。地域と協働することによって、よりよい人材を産業界のためにつくることがで

きる。またインフラも改善できます。またブロードバンドインターネット、新しい高速道路、新

しい公共交通機関が、このような協働によって加速化できます。イノベーションも生まれる。

また、規制、輸出促進、マーケティング、さまざまな優先課題が改善されます。 

アメリカや国際的な協働では、さまざまな優先課題をみて、それぞれの産業を強化しよ

うとしています。それと同時に地域も強化されています。 

北コロラドでの産業界による協働の事例 

それでは、いくつかの事例を見ていきます。実践では、どのような形かを、紹介していき

ます。私が話すことは、実践は難しいのではないかと思うかもしれません。４年間でこれが

達成できるのか。答えはＹＥＳです。過去４０年間で見てきたいくつかの協働によって、大

きな影響があった事例を紹介していきます。 

最初の協働ですが、先端的な製造業による協働です。これは、アメリカのコロラド州の

事例です。４年ほど前、いくつかの製造企業がこの地域にあって、それぞれの企業は成

長していました。かなり実績もよかった。しかし、必要な人材がいなかったし、思ったほど

早く成長できませんでした。その原因が何かということを知ろうとしました。 

ここで重要なのは、このような製造企業は２つの領域に分けられていたということです。

アメリカでは郡に分かれています。それぞれの郡は、その郡の製造業者を別の郡の製造

業者とは話し合いをさせませんでした。なので、うまく機能できませんでした。それで、製

造業者として、互いに郡の境界を超えて話し合おうとしたわけです。一緒に連携ができる

のではないかと考えました。それによって違いが生まれました。最初は、２５社くらいで始

めたのですが、現在では１５０社くらいが関わり、協働して、さまざまな優先課題に対応し

ています。 

それでは、どのようなことを達成できたのでしょうか。まず、最初にやったことです。これ

までこの地域の多くの製造業者がさまざまな領域に分かれていました。それぞれパートナ 

ーを持っていました。商品を買ってもらうパートナーもいました。ですが、その地域外のサ

プライヤーから買うよりも、地元のサプライヤーから買うことができるということが分かった

わけです。今まではお互いを知らなかっただけなのです。 

時には、同じ地域で企業同士が互いをよく知っているのではと思う傾向があります。実

はそうではない場合が多くあります。しかし、彼らは、円卓に集まり、そこでお互いを知り合

いました。そして、彼らは、地元のサプライヤーを見つけることができ、商品を互いに買
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い合うことができるということが分かっ

たわけです。４年間で、彼らは連携し、

互いに購入し合い、それによって新た

な売り上げが生まれ、新たな雇用も生

まれました。１つの協働からそれだけ

の成果が出たわけです。 

企業を集め、そこに産業界があるな

らば、彼らが協働することによって、ビ

ジネスパートナーとして、チャンスをみ

つけることができるわけです。目の前で、そういったことが分かってくる。本当に価値を生

みだしていくわけです。 

しかし、これだけでは留まりませんでした。彼らも、若者が地域から流出しているという

ことを懸念していました。この事例は、コロラド州のデンバーに近いところのものですが、

デンバーというのはアメリカでは大きな町です。千葉の若者が東京に行きたいのと同じよ

うに、ここの若者も同じような気持ちを持っていました。そして、いったん流出すると戻って

来ませんでした。なぜかというと、彼らは、地元にはチャンスがないと考えていたからです。

しかし、現実には、かなりよい雇用があったのです。製造業においては、非常によいチャ

ンスが存在していたわけです。しかしながら、若者たちはそれを知らなかっただけなので

す。 

それで、製造業者としては、この状況を変えようと思いました。そこで、彼らは、会社の

ツアーを提供したり、授業で自らの仕事の内容を話したり、メーカーのフェアのようなもの

をしました。そこでは、実際に物をつくるチャンスを与えて、あたかも製造業者のような経

験をさせました。しかも、数回だけではなくて、包括的なプログラムをつくり、複数回、この

方法でやってきました。最初は、２０名ぐらいの学生からスタートで、非常にレベルの低い

活動でしたが、今では毎年１０００人くらいの学生を製造プラントに連れていって、先端的

な製造業がどういうものかを教えるようになりました。こういった学生たちが、キャリアに関

する判断をし始め、製造業に行こうと思い始めるようになりました。たった４年間の間にで

す。実際にこのような業界で働くことによって、本当に素晴らしいチャンスが生まれるんだ

ということを知り、変わっていったわけです。 

この成功のカギは、企業がこのプロジェクトの受け入れ役を担ったことです。もちろん地

元の大学、地元の自治体のサポート、コロラド州からの補助金などもあって、このような事

業の拡大が起きましたが、彼らこそが最初のアイディアを出して、このプロジェクトをけん

引していきました。 

最後に企業が考えたことは、新たな従業員に必要なのは何なのかということです。大学

が考える前に考えたわけです。どういう技術スキルや能力を学生が持つべきかということ

を考えました。そして、そこで終わりではありません。彼らは大学や地元の短大とも連携し、

カリキュラムの設計を支援したり、実際に教室にいき、カリキュラムの補助的なものとして、

業界からのプレゼンや、実際の現場の製造工場での問題を持ち込んでのケーススタディ
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などをして、学生に問題解決までさせるようになっています。 

このようなことで、大学と企業との関係は全く変わっていきました。そして、より透明性

の高いシステムになり、教員の方が、実際の企業の実践者と協力をして、学生が参入し

た場合、本当に何が必要なのかということを考えるようになったわけです。これらによって、

双方がメリットを享受できるようになりました。 

ハンブルド・メイド

もう一つ実例を紹介します。こちらは、おそらく千葉県での取り組みにより近い例ではな

いかと思います。千葉県ではさまざまな農作物を栽培しているからです。こちらも挑戦課

題をかかえていたものです。カリフォルニア州北部のハンブルドというところです。非常に

大きな問題がありました。親が子どもたちに、もうここでは、仕事や機会がないから、ここ

をでていかなきゃだめだよ、というほどかなりひどい状況でした。ですが、実は、ここの農

業にはいくつかの機会があったのです。 

１０年前の話ですが、非常に成功した個々の農産物はありました。企業のオーナーは

自分たちの製品を個々に販売していました。ビーフ、マイクロブリューワリーのビール、ワ

イン、チーズ、いくつもの非常に素晴らしい農産物・商品はあったわけです。しかし、あまり

にも狭い範囲で、しかも個々に、あるいは一つの町だけで、それらの製品を販売していた

ので、大きな違いは生み出せなかったのです。 

とこらが、ある時に、お互い企業の人たちが話し合いを始め、もっとよいやり方があるは

ずだ、もし一緒に協働したらどうなるだろうかということになりました。 

そして、それぞれの製品をひとまとめにして、一つのブランド「ハンブルド・メイド」という

名前のブランディングをしたのです。さらに、ハンブルド・メイド・ドットコムというサイトをつく

りました。そこのホームページでは、さまざまな商品が紹介されて、買うことができます。こ

れは、この地域のブランディングをしただけです。ハンブルドと名前を聞けば、何が手に入

るかということが、みんなが分かるようになっているわけです。 

千葉も同じだと思います。千葉ブランドとして、この地域の特殊なものがあるでしょう。そ

れらを広範にブランディングすることによって、全ての商品は、もっと売りやすくなります。

その結果、仕事が新たに生みだされます。そして若者にとっては、この業界に入って、ま

た別の商品をつくろうというような気持ちにもなります。そして、メンターとなって、年をとっ

てもこうした商品を開発する仕事に従事できます。そして、この地域に留まることができる

ので、みんな幸せになるわけです。若者が定着し、より多くの仕事ができるということです。

これは、千葉のみなさんもできることです。みなさんから、大学あるいはそれ以外の地域

のパートナーに働きかけて、協働することができるわけです。 

ゴールは何か？ 

では、今までと、何が違うのでしょうか。今、産業界のリーダーシップの話をしました。こ
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の産業界のリーダーがアジェンダを策定し、そして、優先順位をつけて、行動するための

戦略をつくります。そして、協働を形づくります。そして企業間で一緒に仕事をします。複

数の企業が互いに話し合いをして、共有の優先順位をきちんと確認するということがまず

大切です。その後、コミットして、自分たちの優先課題に取り組むわけです。 

もし、一緒に仕事をすることができなくて、たとえば大学だけ、政府だけでやるというの

であれば、それはうまくいきません。みなさんとしては、企業が何を必要とするのかという

ことを考えなければいけません。そして大学として、地域として、どう支援できるかというこ

とを考える。これが非常に大きな違いになるわけです。その結果として、よりよい結果を生

むことになります。 

企業にとってのベネフィット 

では、みなさんがもし企業人だとしたらどういったメリットがあるのでしょうか。メリットとし

て、人材、マーケティング、ブランディング、そういったものを手にすることができます。以

前はなかったかもしれません。協働によって、その成長機会を評価して、行動をおこすこ

とができるかもしれません。あるいは、大学や政府と一緒に仕事をするプロジェクトが生ま

れるかもしれません。大学に対して支援してくださいといえる機会ができるかもしれませ

ん。そして、互いに何かを教え合う機会ができるわけです。 

大学にとってのベネフィット 

大学関係者、教育関係者だったら何が得られるでしょうか。みなさんは、この業界のニ 

ーズが変わってきている、その変革について非常に焦点を当てた形で理解することがで

きます。大学運営をしている中で、産業界が何を必要とし、何をニーズとしてもっているか

についてクリアなメッセージを得ることは簡単でしょうか？ 今は、一つ一つの企業を訪ね

て理解しなければいけないでしょう。ですが、こういった産業界による協働があれば、一つ

の道具として、その業界の声を吸いあげることができるわけです。大学の中にはさまざま

な人材がいます。そのニーズに対し、カリキュラムで対応していくことができるようになりま

す。 

それによって、市場自体を変えていくことができるわけです。素晴しくないでしょうか。産

業界による協働があれば、直接呼びかけて、そして仕事をすることができます。サンプル

の勉強だけではなく、直接働きかけることができます。これは非常に有効なやり方で、学

生にとってキャリア形成の機会になります。業界から連携を得られるわけです。そして業

界が求めるような形で、学生を教育し、トレーニングすることができるわけです。そして、千

葉の産業界に送り出すことができるようになります。 

“千葉チャンピオン”を探し出す 

さて、最後になりますが、私が一番伝えたい重要な点です。 

9



それは「何を見るか」「探すか」ということです。みなさんの中には、すでに探し出してい

る方がいると思います。業界の方にも、何人かお会いしました。ぜひ「千葉チャンピオン」

を探してほしいのです。 

チャンピオンとは、とても重要な方たちで、次のような特徴をもった方です。地域経済の

中のさまざまな産業界にいて、その産業界のリーダー、会社の社長、あるいは経営者で

あるかもしれません。このような方たちは、自分たちの業界の将来に向けて力強さを感じ

ているのです。たとえば農業であれば、地場の産品に関して、非常に力強い思い、特別な

思いをもっているわけです。あるいは製造業、輸送関係、物流関係、医療関係の中にいる

かもしれません。あるいはＩＴの企業かもしれません。いずれにしても千葉の中で、それぞ

れの産業界が非常に大きな影響を与えることについて強い意志をもっています。そして、

千葉県の将来や明日について強気でいるということです。たとえば、COC＋とどのように

連携できるかということについての明確な考えがあります。ここに集まっている方もそうだ

と思います。チャンピオンとは、こういう定義です。 

そして、みなさんにはチャレンジをしてほしいと思います。ここに集まっている方、一人

一人が千葉チャンピオンをそれぞれの産業から見つけて、集めてきて、連携を築いてくだ

さい。そして、責任をもたせて、千葉県の成長する産業において、優先順位をきちんと明

確にし、それにもとづいてコミットをしてもらう。そして、一緒に仕事をしていただきたいので

す。大学、自治体、地域のさまざまな組織、全員が集まって、優先順位をぜひつくってほし

いと思います。 

もし、それが複数の産業界で体系的にできれば、今後、４年以内にみなさんは、千葉の

方向を変えることができると考えています。コロラドでもハンブルドでも、それをみることが

できました。オーストラリアでもフランスでもアメリカ中でそれを見ることができました。なの

で、このことは、アメリカ的なものではないし、ヨーロッパ的なものでもなく、文化的な制約

があるものではないと思っています。これは、人間の本性に関わるものだと思っています。 

人間というものは、自分の地域のために働きたいと考えています。そして、地域に価値

があるものだと考えています。私たちのミッションは、人々が正しい組み合わせによって、

地域のために働くということです。企業の人たちをそのチームからはずしてはいけません。

企業の人たちにぜひ、大きな形で関わってもらってください。 

みなさんはもう始めていますが、やり方を間違えていけません。昨日、視察をしたときに、

このプロセスはもう始まっていると分かりました。なので、ぜひこのプロセスを続けていた

だきたいと思います。そして、次の高みに上げてほしいのです。このような産業界に焦点

をあて、企業の人たちを真剣に関与させてほしいと思います。みなさんと彼らによって、よ

りよい千葉をつくることができると思います。４年間で、実際に変化をもたらし始めることが

でき、方向性も変えることができると考えています。 

これが私の伝えたいことです。 
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My Role in Our Collaboration Today

Why Sector Partnerships?

What Do They Do?

How Do We Build Them in Chiba?
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Your Role in Our Collaboration Today

One Good Question to Ask

One Good Idea From You

One Good Idea You Heard From Me

Why Focus on Industry Sectors?

Growing and 
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Industry 
Sectors

Growing and 
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and Strong 
Communities
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The Importance of “Chiba Champions”

Leaders of their Business

Feel Strongly About Future of Their Industry

Feel Strongly About Future of Chiba
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Your Role in Our Collaboration Today

One Good Question to Ask

One Good Idea From You

One Good Idea You Heard From Me
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質疑 

応答 

それでは、ここから質疑応答に移りたいと思います。今

日、聞いたことに関して質問してください。私はよいアイデ

ィアをシェアしたいと思います。みなさんが今までやってき

た中で、効果的だなと思ったこと、千葉チャンピオンがいる

かどうかなどを話していただければと思います。私が話し

たことの中で気に入った部分も話してほしいと思います。 

質問： 

パートナーシップのために、千葉チャンピオンを見つけるというところで、自分の企業の利益だけでは

なくて、地域の利益も含めて、発展性を考えている方、プレイヤーの方というのは、いろんな地域に多く

いると思います。一方で、狭い地域だからこその利権問題とか、同じ業界の他の人へ気を使わなければ

いけない関係性というのが、特に高齢の方にとってはあります。そのような問題が今まで関わられてきた

中でなかったのか、そして、そういったものを打ち壊して、新しい関係をつくるためには、何がカギになる

のかご意見をお願いします。 

John Melville： 

大変素晴らしい質問だと思います。本当に実践的な質問です。企業の方たちは自らの会社の収益性

は、地域の成功と関連があると信じていると思います。そのような企業が、あまり密でない地域であった

としても、チャンピオンを見つけることができると思っています。地域を信じている人たちは、もしアプロー

チされたならば、彼らは他の企業、彼らに似たような企業をリクルートしてきます。だから、私たちの役割

は、彼らが他の人たちをリクルートしてくるのを助けるということです。 

私だったら、まず１０人くらいからスタートします。そして、数が増えてきます。その業界の中で、クチコミ

で広がっていくと、多くの人たちが加わってくるようになります。なぜならば、このようなことをやっているチ

ームに自分たちも加わりたいと思うからです。もちろん全部の企業が関わるわけではありません。それ

は心配する必要はないと思います。すべての企業をチームにいれようと心配すると、成功はできません。

やる気のある人たちによる連携でいいと考えています。協働して何かを構築したい、そして千葉の未来

をつくりたいという人が必要です。そういった人たちと一緒に時間を過ごせば、本当に実現していくわけで

す。興味のないような人たちを説得しようとしてもうまくいきません。 

私だったら、見つけた人たちからスタートし、そこからさらに高めていきます。もちろん彼らにもリクルー

トしてもらいます。彼らの方が、自分たちと同じように千葉を考えている人たちのことを知っているわけで

す。今までは、たまたま集まることができなかっただけです。地域の中で一緒にできなかったという人た

ちがいます。そういった人たちを誘ってもらうようにしてください。 
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質問： 

最初は、小さなグループからスタートされたということでしたが、たとえば、職場見学ツアーを実施する

にしても、バスを走らせるための資金であったり、協力をいただける企業へのオファーであったりのところ

は、どこかが事務局のようになったりして、多少の運営費を用意していかなければいけないものだと思い

ます。最初から自治体や大学とかのコミュニティをある程度つくってから動き出すほうがベターなのか、

それとも、まず、賛同していただいて、志を同じくする人たちで、資金を自分たちがだしあってでもスタート

させるほうがいいのか、どちらが効果的なのか教えていただけますでしょうか。 

John Melville： 

大変よい質問です。また、かなり実践的な質問ですね。 

私の経験では、事務局のようなものとか、仲介の役割をする人は必要ありません。集まることを手助

けする人は必要ないと思います。招待するとか、集まるように仕向けていく基本的なことは必要だと思い

ますが、自ら集まれば集まれるはずです。 

なので、小さな資金は必要です。今の段階では、大きなものではありません。彼らを集めて、なんらか

の仕事をしてもらい、優先課題を決めてもらう。次に、彼らの優先課題の中に、お金のかかるものも、お

金のかからないものもあるでしょう。彼らにとって、本当に重要であることならば、みんなと協力して、自ら

の資金をだすでしょうし、自らの時間もそこに投入するでしょう。自治体や大学はそれをするための資金

をもっています。COC＋でも、なんらかの資金があると思います。しかしながら、協働があって、企業がコ

ミットして、そこでの時間とか、人材を投入してくればいいと思います。

質問にバスの話がでました。コロラドの場合は小規模でスタートしました。最初の段階では、企業が負

担をしていました。そんなに大きな金額ではありません。お互いお金を出し合って、１回目のバス代を出

しました。１０００人の学生になった場合には、もっとたくさんバスが必要になります。その場合には、州政

府がバス代を補助しました。企業はコミットし、それを成功させようと思っていたわけです。だから、州政

府は資金を追加することを正当化することができたわけです。企業は優先課題を決めて、できる限り多く

のバス代を支払い、企業へ学生にきてもらうわけです。企業が門戸を開けて、学生を受け入れない限り、

何台あったとしても、いくらお金を使ったとしても無駄になってしまうわけです。最初の段階に、資金を負

担し、それによって連携ができてくるということです。 

しかも、支払い続けているわけです。学生たちが来ている時間は仕事ができない。それでも支払い続

けているわけですから、そういった意味では、事業者も協働に期待しているのです。州政府と企業との協

働があって、多くのバスに学生を乗せて、体験をさせて、地域から出すのではなく、地域の中でキャリア

を考える機会を与えることができるのです。そうした投資があれば、可能になります。最初に少し投資を

して、チャンピオンと業界の人に集まってもらって、優先課題をきちんとつくることなしには、前に進めるこ

とはできません。何かを一緒にやらなければならない。そして、走り出したら、政府からも支援してもらう

わけです。これを実行していかなければいけません。 

質問： 

最初の試みで、ある程度の効果が見込めるという形にもっていって、どんどん周りの人を巻き込んで

いって、資金も協力をしてもらえるパートナーシップを築いていくということでよろしいでしょうか。 
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John Melville： 

その通りです。ある事業に最初に巻き込むためには、すぐにベネフィットがないといけないわけです。

だんだん大きくなっていくにつれ、統計的な分析をして、選択をしていきます。学生がそういったものに触

れるのを４年間続ければ、長期的なデータベースも構築できます。そうすると、学生たちが違う決定をす

ることができるようにもなります。たとえば、製造業に関係するようなキャリアでも、４年前とは全然違う選

択をするようになるでしょう。それは、バスツアーだけによるものではなく、たぶん、他の要因もあると思

います。だけど、地域で実行することによって、その違いを生むことができるわけです。 

たとえば、千葉で考えた時に、データを測定して効果があることが分かれば、より多くの企業を巻き込

むことができるようになります。そしてより多くの企業が、その成功アプローチに自分たちも関わりたいと

思うわけです。それは、統計的な分析を行うことによって、こういったプログラムの結果、学生たちがより

千葉の産業を選ぶようになったということがいえるようになれば、ということです。 

質問： 

私の理解が正しければ、産業界による協働には産業界や企業が中心になることが重要であると聞こ

えました。しかし、COC＋の事業は大学と自治体で構成された仕組みになっています。私はそれがすごく

気になっていますが、それに対して何かコメントいただければと思います。 

John Melville： 

よい質問です。自発的に事業者が集まることはありますが、そうではないこともあるわけです。非常に

忙しかったり、あるいは、協働することに価値を見い出せないということもあります。では、大学や自治体

に何ができるか、COC＋に何ができるかということになります。 

COC＋では、機会を創出してほしいのです。つまり、仲介者となって、事業者たちが集まりやすい環境

をつくってほしいのです。それが重要な役割だと思います。 

今まで私が話してきたことと、COC＋がやっていることとは、決してずれていることではないと思います。

COC＋での最初のプロジェクトでは、非常によい基盤ができると思いますから、その基盤をつくった後で、

次のステップにいくわけです。その中では、事業者や企業を巻き込まなければいけない。そのうちのいく

つかが回りはじめたら、もっと増やしていくわけです。それは、産業ごとにです。そして、少し高まってきた

ら、私ならば、新しいやり方で、その産業界に関わり続けるということをやめると思います。次のステージ

として私が推奨したいのは、産業界ごとに、リーダーの方たちに、優先課題を決めてもらって、走り出して

もらうことです。そのように組み立ててほしいと思います。 

時間になりました。みなさん本当にありがとうございました。学長はじめ、私をここに招待してくださった

方、みなさんにお礼を申し上げたいと思います。 
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鈴木： 昨日、メルヴィルさんを、いすみ市と横芝光町にお連れして、現状を見て頂きました。もちろんゲ

ストですので、よいところばかりを見せましたので、かなり進んでいると思われたかもしれません。

その前に、今年の３月にメルヴィルさんを訪ねて、サンフランシスコに行ってきました。千葉県でこうい

うことをやっているんですけども、成功の秘訣やどういうことが必要ですかって聞きました。そうしたら、ま

ず星の数あるホームページから私を探したことがすごい。で、わざわざサンフランシスコまで会いにきた

ことが、すでに成功の一歩を歩んでいる。というようなことをいわれまして、ああ、こういう風にいうんだ、

と感動してしまいました。そこで、さまざまな成功の秘訣ですとか、ノウハウを教えていただきまして、こん

なに一生懸命教えてくれるのであれば、是非日本に来ていただいて、ここにいる皆様にも共有をしてほし

いなということで、今日のシンポジウムの基調講演をしていただくことになった次第です。 

後半のパネルディスカッションのタイトルは「若者の雇用創出に向けた各大学の取り組みとその課題」

ということですので、まずは、千葉の COC＋に参加している各大学の取り組みを皆様と共有できればと

思っています。それと、先ほど、メルヴィルさんから、せっかく日本に来ているので、私をとことん使ってほ

しいという言葉もいただいていますので、各大学の取り組みや課題を教えていただきまして、それについ

てメルヴィルさんから、コメントあるいはアドバイスをいただくという組み立てで考えています。各大学の

先生方にも、先ほどメルヴィルさんがよい質問をしてほしいといっていましたので、取り組みの中での課

題や障害などをぶつけていただければと思います。 

最初に各大学の報告をいただきまして、後半には、メルヴィルさんに入っていただいて、ディスカッショ

ンを進めていきたいと考えています。それでは、よろしくお願いいたします。

若者の雇用創出に向けた 
取組みと大学の課題  

[ モデレーター ] 鈴木 雅之 千葉大学准教授  

[ コメンテーター] ジョン・メルヴィル Collaborative Economics   

[ パネリスト ] 藪内 正樹 敬愛大学教授  

鎌田 元弘 千葉工業大学副学長  

伊永 隆史 千葉科学大学教授  

野中 博史 聖徳大学短期大学部教授  

大枝 真一 木更津工業高等専門学校准教授 

パネル 
ディスカッ 
ション
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千葉大学は、４つの市町村とまずは連携をしています。横芝光町、長柄町、いすみ市、勝浦

市、そのうち横芝光町といすみ市、勝浦には、ローカルハブという千葉大の拠点を役所の役場

の中に置かせていただいています。この４つの市町で、６次産業化、インバウンド観光、メディ

カル連携という取組みを開始したというところです。

まず、千葉大学の教育的な特色の一つのです。地域産業イノベーション学という副専攻を新

たにつくりました。これはいろんな専門をもった各学部の学生が、平行して、地域に関わる、あ

るいは地域で産業イノベーションする、地域振興することを学ぶという３０単位の副専攻です。

地域の基礎的なこと、千葉県の産業こと、イノベーションのことなどを学ぶ講義型の授業と、実

際に地域に入って学ぶＰＢＬや、インターンシップのような授業などの構成で、４年間で地域産

業を新たに引き起こす、イノベーションする、あるいは自ら立ち上げてもいいという、人材を育

成する教育を今年から始めています。 

次に、各市町との連携についてです。まず、横芝光町では、観光まちづくりをテーマに地方

創生を加速化する国の補助金を使って動かしています。地域内、地域外にさまざまな観光を

進める団体がありますので、その人たちで観光まちづくり組織を立ち上げて、それを千葉大学

が支援するというプログラムです。アドバイスをしたり、地域の方々が気づいていないような観

光資源を見つける調査をしています。そこに学生や留学生をつれていって、ツアーをして実際

にプロジェクトを考えてみてもらったりというようなことを始めています。横芝光町にいるさまざ

まな担い手やプレイヤーをまとめていくようなことが大学のようなところでできるのではない

かということで、取組みが始まっている段階です。 

次にいすみ市ですが、いすみ市にも一人千葉大のスタッフを派遣しています。そこでも地方

創生を進める国の補助金をいただきまして、食や自然を新たな事業とつなぐことを進めていま

す。いすみ市には、さまざまな地域資源、農業、漁業の資源などのポテンシャルがありますの

で、千葉大学の研究力や教育力をいかしながら、ニーズ調査をするとか、園芸学部の先生の

知見を生かして、新しい肥料をつくるようなお手伝いを始めているところです。先月には、フィン

ランドの留学生３０名程度を連れていって、一緒にいすみ市の問題課題把握をしました。

長柄町では、高齢者が元気なうちに、長柄町にあるリソル生命の森という民間企業の住宅

地に移り住んで、そこで健康寿命を延ばしていくという「生涯活躍のまち」づくりを進めています。

千葉大学の 

ＣＯＣ＋の取組み 

鈴木 雅之 千葉大学
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それを大学連携でやりましょうということで、長柄町とリソル生命の森から、それぞれ委託を受

けています。そこで、大学ならではの生涯学習の機会を提供したり、予防医学センターの知見

を活かして、介護予防のプログラムを提供します。今のところ 3 者との連携ですが、その他に

介護事業所等に入っていただいて、新しい住宅地づくりを進めるということになっています。 

勝浦市では、現在計画中ですが、空き施設等を活用したＩＴベンチャーの企業誘致とか、観

光まちづくりコンソーシアムなどをつくって、千葉大学で支援しながら進めていこうとしています。 

最後に課題です。まだ始まって半年ですが、千葉大学が今現在で抱えていることとして、一

番大きい課題が、やはり大学生が都心マインドを持っていますので、それをどうやって地域の

方に向かわせるかということです。 

それと新しく副専攻をつくりましたが、本当に４年間という短い期間で産業振興を担う人材を

育成できるかどうか、もしできるのであれば、どういう方法がさらに必要で、できないのであれ

ば何が新たに必要かということが、メルヴィルさんに問いかけたい質問です。 

次に産業振興ですが、地域の中に入りますと、長い間、産業振興はもう無理だよと、このま

まやってもしょうがないし、できるはずがないと思っている人が多くいます。そういう人たちを、

先ほどのコンソーシアムやパートナーシップに巻き込むときに、その気にさせる方法ってなんで

すかということを知りたいです。一方で、ある程度候補者がいたり、あるいは各プレイヤーとし

て優秀な人はいるんですけども、やはり、今自分の仕事にものすごく一生懸命で、時間を割い

ても割いてもなかなか売り上げがあがらないかもしれない、そういう人たちを全体に引き込んで

行くという方法が本当にあるんだろうか、ということを考えています。 
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千葉大学「都市と世界をつなぐ千葉地方圏の”しごと”づくり人材育成事業」地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）

副専攻「地域産業イノベーション学」による人材育成
と

横芝光町・いすみ市・長柄町・勝浦市の産業振興

地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）

●横芝光町

●長柄町

●いすみ市

●勝浦市

千葉大学●

インバウンド

観光

メディカル

連携

６次産業化

雇用

雇用

雇用

研究の社会実装
新たな産学連携

LOCAL
INNOVATION

ローカルベンチャー起業

横芝光町ローカルハブ

いすみ市ローカルハブ

勝浦市ローカルハブ

千葉大学「都市と世界をつなぐ千葉地方圏の”しごと”づくり人材育成事業」地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）

教育カリキュラムの改革 教育

輩出する
人材像

地域産業イノベーション学地域産業イノベーション学

副専攻の新設による地方創生推進人材育成教育プログラム

2

千葉大学・敬愛大学・放送大学の科目で構成

千葉大学・敬愛大学・放送大学の関連科目の単位互換／読み替え

地域産業をイノベーション
するグローバル人材

グラデーション
定着学習

グラデーション
定着学習

１年目 ２年目 ３年目 ４年目

千葉の地域を
知る（座学）

現地に短期的に
入る（ワーク
ショップ）

現地の団体・企業
など職業体験する
（インターン）

現地で地域活動を
始める（チャレンジ
ワーク）
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横芝光町との協働 町じゅう集客装置の観光まちづくり
横芝光町地方創生加速化交付金との連携

現在は「観光のまち」ではない
美しい景観や美味しい食材など、潜在的なポテンシャルは高い。
成田空港から約20kmという地の利を活かし、地域の「観光力」
を、観光まちづくりを目指す。もつ料理

千葉大学

観光まちづくり
を推進するため
のマネジメント

観光まちづくり
組織（DMO）

旅行会社

町商工会

各種事業者

横芝光町

観光・地域活性に係るアドバイス、観光資源の調査・提案、
学生・留学生との交流、観光・地方創生に係る講座の開講、地
域産品開発の支援

まちづくり団体

周辺自治体

町観光協会地

域

内

県・国

成田空港

地

域

外

まちおこし団体
（商品開発など）

周辺観光協会 横芝光町ローカルハブ

体験・学習ツアー

いすみ市との協働 食や自然を新たな需要と繋ぐDMO構築
いすみ市地方創生加速化交付金との連携

いすみ市の移住を促進させるための課題解決
将来的に新規雇用にも繋げられるビジネス創出

農業体験

港の朝市

農業・漁業
の活性化

インバウンド
観光誘致

飲食業・加工品
展開（流通拡大）

交通基盤整備

情報技術 PR強化

教育プログラムの提供

ＤＭＯ（観光マネジメント組織）の整備

千葉⼤学

移住＆創業に繋がるいすみ市の実態調査・現地視察、ニーズ調査（留学生も含
む千葉大学の学生に実際に地域に入りこんでもらいながら支援）
新規創業素材調査として園芸学部とも連携し、漁業の際に網にかかる海草（現
在は廃棄）の肥料効果測定

いすみ市ローカルハブ

授業による課題把握
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長柄町との協働 大学連携（長柄町版）生涯活躍のまち
長柄町地方創生加速化交付金との連携

健康な高齢者が地方に移り住み、地域や多世代と交流しながら健康でアクティブな生活を
送り、必要に応じて医療・介護を受けることができる地域づくり
長柄町、リソル生命の森、千葉大学の３者、関連する事業者が協働する

長柄町

千葉大学

リソル生命の森

地域
住民

医療
施設等

「健康でアクティブな生活」を支援す
るプログラムの提供、継続的なケアの
提供

住宅 学習施設

スポーツ施設介護施設等

カレッジリンクプログラムを通じた学びの場・学生との交流の
場の提供、予防医学プログラムや先進的な健康支援プログラ
ムの提供、健康や環境に配慮したまちづくりの構築や支援

地域活動へ
の参加促進、
サービスの
利用

地域での
医療・介
護連携

勝浦市との協働 「まち・ひと・しごと創生総合戦略」
による地域振興策

勝浦版総合戦略に基づき人口減少と地域経済縮小の克
服、まち・ひと・しごとの創生などの課題解決を協働

農業体験

港の朝市空き施設等を活用したIT・ベンチャー
企業等誘致事業

＊廃校等を活用したサテライトオフィス、スポーツ施設等
＊民宿等をリニューアル活用したインバウンド客の誘致

かつうら観光まちづくりコンソーシアム
整備事業

＊観光協会法人化支援
＊マーケティング調査に基づいた着地型観光商品開発
＊観光まちづくり拠点等の整備
＊地域特性を生かした新たなオリジナル特産品等の開発

（計画中）

千葉大学

①未利用施設を活用した企業誘致に関して候補企業の紹介
②「勝浦市創業支援事業計画」策定への協力
③地域ブランド構築に向けて地域おこし団体・市内加工業者などへの訪問
を通じてアドバイス等を行い解決を図る。

勝浦市ローカルハブ
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千葉大学「都市と世界をつなぐ千葉地方圏の”しごと”づくり人材育成事業」地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）

産業振興・イノベーション人材教育にあたっての課題

大都市にマインドが向いた若者を、どうす
れば地方マインド化できるのか？

大学４年間で、産業振興を担う人材を育
成可能か？ どう地方に連続させるか？

7

千葉大学「都市と世界をつなぐ千葉地方圏の”しごと”づくり人材育成事業」地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）

地方での産業振興にあたっての課題

長い間、産業振興をあきらめてしまってい
た人、あるいは無駄だと思っている人を、
改めてその気にさせる方法は？

産業振興のコンソーシアムの協働パート
ナー候補や、各プレイヤーとして優秀な人
はいるが、各人の事業活動に専念しがち
なので、そういった人たちを産業全体およ
び地域全体として連動させる方法は？

8
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今年、敬愛大学は創立５０周年を迎えました。建学の精神が西郷隆盛の言葉、敬天愛人で

して、真理を敬い、他者を愛する心を育てる、ということを基本方針として、新たな時代に向け

て、教育と地域社会の発展に貢献することを心がけています。 

敬愛大学は、COC＋参加大学として取り組んでいますのが、エアポートＮＡＲＩＴＡ地域産業

学ということを体系的に学ぶプログラム、成田の空港関連で働こうというプログラムを実施して

います。空港関連の仕事として、色々な職業を想定していまして、キャビンアテンダントやグラ

ンドスタッフ、運航管理、航空物流とか様々な職業があります。こうした職業、仕事を想定して、

そこで働く、空港関連の仕事をしていく、いい換えれば空港ゾーンに住み、空港関連の仕事を

していく人材を育成しようということに取りくんでいます。 

そこで、課題だと考えている一つ目ですが、それは、今ある仕事に就職するということに加え

て、いかに新産業、あるいは新たな就業機会を創出するか、です。そこに広げていくということ

が課題だと考えています。新産業、新たな就業機会の創出、これを考えたときに、その道筋と

して、まず千葉を知るということが大切なのではないかと考えています。そこで、敬愛大学は

「千葉学」というものに取り組んでおりまして、千葉の歴史、文化、自然を知り、そして千葉の特

性を活かした産業、企業を知る、ということを千葉学と考えまして、取り組んでいます。 

敬愛大学総合地域研究所は、２０１０年から４年連続で、千葉学をテーマとしたシンポジウム

を開催してきました。そして今、ご紹介したエアポートＮＡＲＩＴＡ地域産業学の中で、科目として、

地域企業経営論、千葉学特講、観光事業論という授業を設けています。ここには書いてないの

ですが、今年度、日本歴史遺産がいくつか指定されていますが、その中で北総４都市江戸紀

行というネーミングで、佐倉、成田、佐原、銚子の４つの都市が、江戸時代、人々の行き交う、

つながりがあったということで指定をされています。佐倉が武士の町、そして、成田が信仰の町、

そして、佐原と銚子が物流、漁業、そして銚子では醸造が行われていたわけですが、江戸時代

にはそうした人々の行き交う、江戸との関連ですが、文化、歴史、産業、物流などの流れがあ

った地域であるということで、これは新たな空港関連の観光資源、あるいはもっといえば、歴史、

文化と歴史的産業の観光資産であると考えられると思います。これからいろんな工夫が可能

ではないかと考えています。 

敬愛大学の 

ＣＯＣ＋の取組み 

藪内 正樹 敬愛大学 
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課題の２番目は、私たち教師は、この地域を十分に知っているか、ということです。次に、で

は、学生たちは十分に地域を知っているか、ということです。先ほど、３つの授業を設けたとご

紹介しましたように、広く、深く、学生たちは十分に知っているか、つまり「千葉学」、千葉の歴

史・文化・自然、そして千葉の特性を活かした産業・企業、これを十分に知っているかという課

題に向かっては、更に充実をさせていく必要があると思っています。こういったことを知れば、

千葉で就職をするということに、興味をもつようになるという風に考えています。そして生まれ

育った地域を知るということの意味は、郷土愛を育むということになろうかと思いますし、さらに、

よその地域や世界を知るということが加わっていけば、日本の各地あるいは世界とつながって

いくということを通じて、ローカルに目をもち、同時にグローバルにつながりをもつグローカル、

両方の要素を兼ね備えた人材が育つのではないかと思います。これが敬愛大学の今後の課

題であろうと考えています。具体的には色々と考えるのですが、それはまだ大学としての取組

みになっていない、これからいろんなアイディアの芽を育て、実現をしていこうというところです。 
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真理を敬い、他者を愛する心を育てる

敬愛大学は2016年に創立50周年を迎えます。

めまぐるしく変化する環境の中でも、

建学の精神「敬天愛人」を揺るがぬ基本とし、

新たな時代に向けて教育と地域社会の発展に

貢献してまいります。
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｢成⽥で働く｣｢空港関連の仕事｣を通して、
地域を元気にしていく︕

課題 1課題 1 今ある仕事

に就職

新産業／就業機会

の創出

千葉を知る ⇒「千葉学」
①歴史、⽂化、⾃然
②千葉の特性を⽣かした産業･企業

＊敬愛⼤学総合地域研究所︓2010年から4年連続
シンポジウム「新しい千葉学」を開催

＊エアポートNARITA地域産業学の設置科⽬︓
｢地域企業経営論｣｢千葉学特講｣｢観光事業論｣

課題 2課題 2 教師がみんな
「地域」を知っているか︖

新産業/就業機会の創出のみちすじ ①
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課題 3課題 3 学⽣たちは⼗分に「地域」を知っているか︖

新産業/就業機会の創出のみちすじ ②

 千葉の千葉の歴史･⽂化･⾃然
 千葉の特性を⽣かした産業･企業
⇒ 知れば千葉での就職に興味を持つ

 ⽣まれ育った地域を知る
地域に根を持つ･郷⼟愛

 よその地域･世界を知る
⇒ ⽇本・世界とつながる

ローカル

グローバル

グローカル
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千葉工大はおかげさまで、昨年度後半から精力的に学生が入っておりまして、とてもとても

短い時間では話しきれないのですが、できるだけ収まるように話したいと思います。 

さて、千葉工大の取組みですけれども、まず、改組をやってしまいました。COC にあわせて

というとかっこいいんですけれども、ちょうど COC のタイミングでグローバル人材の育成と、地

域で、地方で活躍する人材とって両方でやっていこうというところで改組をやりました。その中

で、教育カリキュラムを見直しまして、ふるさとマインドを創るとか、地域の交流を創るとか、例

えばボランティア科目であるとか、ソーシャルアクティブラーニングなどの授業を教養科目でつ

くりました。そういう中でまず地域に地域のことを良く知って、高学年は、それを課題解決に持っ

ていこうというようなところです。 

千葉工大のプログラムですが、まず学生に地域にでていってもらって、まず体感し、共感し、

あるときは、怒って悲しんで、そしてそれをエネルギーにしていって、それを発信して、それを仕

事として提案していく。さっき伺っていて仕事もまさに千葉のチャンピオンを探し出して提案をす

る、なんていうのは大変よいのかなと思いました。それを、Ｕターン、Ｉターン、Ｊターンにつなげ

ていくというのが、千葉工大の方向です。 

具体的に言うと南房総エリア全域ですけれども、特に、先ほど御宿のご紹介がありましたが、

南房総の重要なカウンターパートとして、それと、千葉工大のある協定を結んでいる浦安市さ

んであるとか千葉市さんであるとか、習志野市さんであるとか、そういう都市部との対流交流を

てこに進めていこうというような将来構造でいます。 

まず南房総の取組みですが、先ほどいいましたように、まず低学年でボランティア、教養特

別科目ていうのがあるのですが、そこから始まって、２年生くらいになると、ソーシャルアクティ

ブラーニング、課題探求セミナー、ここは大きく教養課程を変えました。もう一つ、学生による社

会実装で、ゼミナール系の科目で、ＰＢＬ授業を展開していくわけです。それと南房総市さんの

場合は、ひと・まち・しごとの総合戦略をすり合わせまして、こういった交通をつくってきました。 

具体的にちょっと紹介したいと思います。体感・共感・共創・提案、これをしごとにつなげたい

ということですが、学生たちはまず施設に行って、施設で感じ、色々な人にお年寄りの話を聞き、

悲しんで、怒って、というようなところで、動機をつくってきました。このチームはやはり介

千葉工業大学の 

ＣＯＣ＋の取組み 

鎌田 元弘 千葉工業大学
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護ってトイレが一番大変だ。で、トイレの中で、ちょっとした動作がお年寄りとのこう、会話を阻

害するなんていうようなところに気づきまして、ちょこっと座れるいすというのを開発して、これで

一つのベンチャーグランプリというのに応募しているのですが、こういうような、何て言うんです

かね、地域で感じたことを形にするっていうことでつめています。 

これはやはり、介護のチームですけれども、介護施設の中に、山が見えたり、海が見えたり、

そうすると当然お年寄りは徘徊をしたくなっちゃう。徘徊するのだったら、徘徊してもいいじゃな

い。徘徊してもいいように見守りのドローンをセットして、徘徊ができるようなドローン、で、自由

に徘徊ができるように、敷地内だけにとどまるかもしれませんが、これは学生の発想になりま

す。 

もう一つ、空き校舎、空き公共施設がたくさんあります。こういうようなところをまた利用して、

ちょうど千葉工大の先輩が空き校舎を借りて、色々ベンチャー系のビジネスを立ち上げて、企

業を誘致しよう、なんていうことをやっています。そういうようなときに、建築系の学生たちがこ

こに入って、やっぱり感動するんですね、私たちもこうなりたい、建築の卒業した学生たちは自

由に模型をつくれて、そのアイディアを買ったり、人材を買ってくれる企業を探しましょう、それ

でベンチャーを起こしましょう、なんていうのが彼らの提案になります。 

イノシシが大変なんですね、特に農作物、自分がつくった農作物を囲って、そこを耕さなきゃ

いけないなんてことにいらだちまして、しかもその前に、イノシシの肉をジビエ料理で食べまし

た。で、猟師さんに銃で撃つっていうのはどういうことなのか、命の大切さを知りました。そうい

うような怒りのなかで、彼らが考えたのは、イノシシにわなをしかけてそこに巻きつくデバイスを

発明して、それでスマホと連動して、ＧＰＳに連動してスマホのスイッチを押すと、イノシシに電

流が飛んで、驚いて、いのししさんはその畑にくるとイノシシは去っていく、殺さないでも、イノシ

シと共存できるというようなものです。こういうように南房総市さんは大変おもしろい取り組みで、

これを千葉チャンピオンと探しながらやっていこうというような方向です。 

御宿町ですが、去年からずっと町の皆さんと企画づくりをやっています。こんなかでチャンピ

オンは少し見えてきています。で、そういう中で、学生と地域の青年部の人たちと一緒に将来

像を考えてやってきています。で、こういうように色々な、最初、素朴なアイディアだったのです

が、２回目は模型をつくって、そしてまた色々ネットで情報のやりとりをしながら意見交換をし

て、ステップを少しずつステップが進むようなそんな企画に成長してきています。で、その中の成

果の一つは、今年度はつい先だって、先ほど浦安とこの御宿のつながりをてこに、もしかしたら

浦安に千葉チャンピオンがいるかもしれないと考えるわけです。で、そういうような人のため

に、浦安市民を主に対象にした交流・体験イベントを企画いたしました。あとは天文、学生の天

文が、星空教室とかっていうようなことを企画して、こういうようなものをてこに、子どもを中心

に交流を含めてやっていこうという企画です。もう一つ、御宿こども工務店というところで、子ど

もを対象に建設業を普及していこうというので、去年こんなことをやっていたのですね、それを

空き校舎にプレイパークをつくろうと、そこにこうしたベンチづくりであるとか、ストリートファニ

チャーにしてしまって、それを交流の場をつくって、それ全体で御宿子ども工務店っていうんで

すかね、土木建設業を増やしていこうというようなことを考えています。 

最後に、御宿版ＣＣＲＣ、元気な高齢者を御宿に連れて行こうというプログラムですけれども、
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上はアメリカ版ですが、御宿のこののびのびとした中で、御宿がそのままＣＣＲＣにコンパクトに

農漁村において多世代で、ストック、プラス千葉工大の技術を使ってＣＣＲＣを組み立てていこ

うとしています。これは、ちばぎん総研さんですが、実際に私も千葉銀さんであるとか、ちばぎ

ん総研さんは、地域のチャンピオンだと思っています。そういうチャンピオンと一緒につくり上

げて、これも地域に御宿台という別荘地があったり、農村があったり、漁村があったり、リゾー

トマンションがあったりしますが、それをつなぐ千葉工大の技術、そして学生というのがありう

ると考えています。 

もう一つ拠点ですが、御宿に研修センターがあります。すぐ近くに廃校舎があります。千葉

工大が全学生と全教員が iPad をもっています。学生が使い終わったのを御宿の小学校や、浦

安の小学校に渡します。そういうところを拠点をつなぐのに、iPad があると思っています。あわ

せて、さっきの天体であるとか、プレイパークであるとか、千葉工大が夢を持って打ち上げるロ

ケットであるとか、こういうものが千葉工大の子どもと学生が拠点をつなぐということにいくので

はないかなと思っています。 
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千葉県COC+における

千葉工業大学の取組み

体感

共感

共創

発信

しごと

社会実装型ＰＢＬ
地域資源・技術融合型ＰＢＬ

教育システム
地域との交流

若者の
就業支援

カリキュラム
新学部・新学科
を起爆剤とした

継続的教育改革

ふるさとマインド
・地方出身者が多

い学生寮を活用
・団地シェアハウス

自治会活動

地域との交流
・学生が地域の

子供や元気な
高齢者をアシスト

情
報
・
若
者
動
向
の
共
有

産
官
学
民
金
に
よ
る
企
業

の
実
現

Ｕ
Ｉ
Ｊ
就
職

学生が現場で自ら学んで体感

学生と地域住民・ＮＰＯ・企業等
が当事者感を共有

異なる分野の学生同士のモノづくり

教員・企業等からのアドバイス

実用化・商品化に向けた情報発信

住民・企業等からの反応

提案・誘致・業態等の交渉体験
（起業・協業・分業・家業・生業等）

社会実装と地域資源・技術融合によるビジネス創成
【教育プログラムのフロー】
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圏央道

葛南都市エリア

成田空港

メキシコ・
諸外国へ

Ｕ・Ｉ・Ｊターン就職 情報共有・支援の範囲

地方出身の
ＣＩＴ卒業生

人口流出圏へ
Ｕ・Ｉ・Ｊターン

在籍者の31％

Ｕ・Ｉ・Ｊターン就職
情報共有・支援の範囲
在籍者の４％浦安･御宿

交流プロジェクト

習志野プロジェクト

南房総プロジェクト
【過疎指定地域を含む】

御宿･大多喜プロジェクト

外房農山漁村エリア

南房総市における取組み
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構想

南房総市での地方創生プログラム案地域連携を通じた
教育カリキュラム

学生の興味を見つける
ボランティア

（教養特別科目）

１・２年生
【多くの一般学生・一部の大学に

馴染めていない学生】

学生の興味を伸ばす
ｿｰｼｬﾙｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ

（教養特別科目）
課題探究セミナー

（教養共通科目）

３・４年生
【興味を見つけた学生】

学生による社会実装
ゼミナール系科目等

（展開科目等）

SILAB等の教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
３・４年生・大学院生

【特に意欲的な少人数の学生】

大学生等の若者の活躍と異世代との交流の機会の創出

‣市民団体等及び既存の小さな拠点での若者の活躍の機会の創出
‣科学技術を用いた若者の視点からの南房総市のPR及び情報共有
→学生ボランティアと科学技術を通じた地域ネットワーク強化

関連計画：総合戦略（ｐ６・２１・２３）

大学生の成熟度合いに応じたCOC＋プログラム案

地域ニーズに対する学生シーズを活かした地域課題解決

‣科学技術を用いた若者の仕事づくりプロジェクト（基本目標１・２）

‣重点プロジェクトに応じた小さな拠点づくり （基本目標１・２）

［子育て支援・医療福祉・一次産業・観光業など］
関連計画：総合戦略（ｐ１３・１４・１５・１６・２１・２２）

学生シーズを活かした若者のチャレンジ支援

‣若者が活躍するための拠点づくり［FURUSATOｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟｽ］
‣地元の若者との交流・連携事業［仮称：南房総地方創生塾］
→若者のチャレンジを通じた地域の新たな体制構築

関連計画：総合戦略（ｐ１６・１９・２１・２３）

基本目標１ 子育て支援 基本目標２ 仕事づくり 基本目標３ 新しい人の流れづくり

体感→共感→共創→提案
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キャンパスベンチャーグランプリに応募

ちょこっと座れる椅子 CHOICE！

介護者の作業に余裕

体感→共感→共創→提案
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キャンパスベンチャーグランプリに応募
認知症高齢者の徘徊時におけるドローンを用いた危険回避

見失わない安心感

体感→共感→共創→提案
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キャンパスベンチャーグランプリに応募

日本の建築学生にとっての試作のメッカになる！

アーキテクチャー系のものづくり拠点をつくり、それをサポートする事業

体感→共感→共創→提案
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キャンパスベンチャーグランプリに応募

人間と動物の真の共生を遠隔制御により創り出す！

見守りが不要。殺処分を回避。人手不足の心配なし。

御宿町における取組み
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第1回ON19サミットの成果
①事前会議
テーマごとに８班に分かれ、ワーク
ショップの進⾏を考えた。

②実地調査
当⽇。午前中から実際に⾃分たちの
⾜で海岸側から⼭側まで散策。

③ワークショップ
住⺠の⽅々と⼀緒に話し合い。
（観光・CCRC・農業・漁業など）

④発表・講評
発表に対し多くのコメントをいただ
き、さらなる課題を⾒出した。

第1回ON19サミットの成果
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①模型作成
町の海岸側を実際に模型で表現した。
地形をよく知ることができた。

③ワークショップ ④発表・講評

第2回ON19サミットの成果
②実地調査
当⽇。午前中から実際に⾃分たちの
⾜で海岸側から⼭側まで散策。

④発表・講評
発表に対し多くのコメントをいただ
き、さらなる課題を⾒出した。

③ワークショップ
模型を中⼼に、住⺠の⽅々と意⾒交
換。より現実的な話ができた。

第2回ON19サミットの成果
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御宿版CCRC

アメリカ 大学連携型CCRCの事例

ニューハンプシャー州。
ケンダル・アット・ハノーバー
（ダートマス大学）

●日本版（公共ベース）
・町まるごと＋多世代＋ストック活用

●御宿版（そのまんまCCRC）
・コンパクトな農漁村＋多世代・交流・元気な高齢移住者＋ストック・先端技術活用

●アメリカ版（民間ベース）
・敷地内完結＋高齢者中心＋新規開発 写真 三菱総合研究所CCRC関係資料より引用

ちばぎん総合研究所 作成
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学生と科学技術が御宿をひとつにする！

千葉工大の拠点・子供と学生をつなぐ！
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千葉工業大学のCOC＋取組みの課題

• 学内組織（教員・職員）に対して、地方創生・地域との
連携の意義についてどうすれば理解を得られるか？

• 継続のための具体的な仕組みづくりは？

• 海外（特に新興国・開発途上国）展開の可能性は？
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千葉科学大学は、まだ非常に若い大学でして、日本初の危機管理学部を持っています。薬

学部、看護学部というようにどちらかといいますと、国家試験をうけなければならないという学

生が６割いるというような大学です。 

さきほど、敬愛大学の方から成田をターゲットにしているというお話がありましたが、私ども

の方では、エアラインのパイロットを養成するコースをもっていますので、敬愛大学さんとうまく

今後何か協働できればいいなというようなことを先ほど感じました。 

最初の若者の雇用という大変重い課題ですが、私どもが、パートナーとしていますのは銚

子市です。それから東総地域にあります旭市、匝瑳市、香取市といったところも今回対象とし

ています。そこの中小企業がどんなニーズをもっているかということを、私たちが包括連携協

定を結んでいる銚子信用金庫、銚子商工信用組合の顧客リストからニーズをまず１２５件抽出

することができました。ここにあるのは、ほんの一部ですが、このような感じで業種別にどんな

ニーズがあるかということが分かったわけです。

そのなかで、選ばれてきた６つの課題があります。今日は、この６つの課題の中から、一番

上にある銚子の産品を活用した機能性食品の開発ということに的を絞りまして、ご報告したい

と思います。銚子は、食料自給率２５８％という一次産業に非常に強い街です。この豊かな漁

業や農業資源を健康というテーマで磨いて、命を救う食としては何が必要か、これは、災害に

あったときの話です。あるいは高齢者が困窮したときということでもよろしいかと思います。危

機を脱するための、危機管理のフードを開発するというような具体的な実践的なテーマを通じ

まして、人材教育や商品開発がどんどんなされると、その結果、女性の雇用が創造できるので

はないかと考えています。 

この銚子の産品ですが、中心になって動いていますのは、銚子市地域雇用創造協議会とい

う組織で、中核は銚子電鉄からきた民間の方です。この方が命を救う食、危機管理フードにつ

いて提案をされました。千葉科学大学に内容説明があったのが、今年の１月です。この協議会

から、学生に対して、危機管理フードとはどういうものか、こんなもんだというプレゼンテーショ

ンと一緒にやりませんかという勧誘が５月に行われました。その結果、学生が１０名くらい手を

あげまして、危機管理フード開発プロジェクトというのが５月１９日にキックオフされました。その

千葉科学大学の 

ＣＯＣ＋の取組み 

伊永 隆史 千葉科学大学 
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５月１９日の会議をみますと、今なぜ危機管理フードなのかと、ここに学生がいますが、こういう

ことを学ぼうと、なぜそれは銚子で行うのかと、なぜ千葉科学大学の学生が関与するのかと、

こういうところをしっかりもんできました。こんなのがあったらいいと思うような防災缶詰のパッケ

ージを考えようと、これは要するに、災害にあって、避難所にいるとき、毎日食べても飽きが来

ないような缶詰が必要なんじゃないかというような考え方に基づいています。 

毎月１回会議が開かれていまして、６月１３日のプロジェクト会議では、売られている防災食

を食べてみようと、あるいはその味とかパッケージデザインとか問題はないかというようなこと

を学生が評価しました。それで、災害時に役立つ情報や物は一体なんなのかということを書き

出して、ブレーンストーミングをやっています。７月４日の第３回のプロジェクト会議では、「なぜ」

ということで、そのアイテムはどこがいいんだと、でそのアイテムが入ることによりどんな所で売

れるのかと、要するに災害以外の所でも日常的に売れるものは考えられないかと。そのアイテ

ムを入れるときに、どんな宣伝ができるかというようなことで、学生が集まりまして、様々、ブレ

ーンストーミングを通じて、手法を駆使しながら勉強していくと、こういうことをやっています。 

８月もやっていまして、このときには災害食の現状を調べようということと、生活習慣病にな

ってしまわないような危機管理フードが必要じゃないかという、それからこれを応援するメッセ

ージはどんなものを発信したらいいかと。９月は、自衛隊の習志野駐屯地にいきまして、自衛

隊は災害食にどんなものを食べてるのかと、あるいは、自衛隊の隊員の方と意見交換をする

ことをやっています。１０月３日には第５回目をやっています。 

これらを通じまして、危機管理フード、どんなものをつくればいいかと、これつくっているのは

実は女性群でして、食べたり評価してるのは大学生が主にやっている部分があります。女性と

大学生が主にこの中のメンバーとして、コアは企業の方、民間の方がいるのですが、実際に動

くメンバーとしては女性とか大学生が会議にこのように、常に顔をだしているというわけです。

女性群が開発して、今はスタッフの指導で女性群が調理したものを学生が食べてみるとかとい

うようなことをしていまして、２８年度中、ですから来年の３月までに商品開発をしようという目

標が定まっています。 

課題ですが、これらがうまくいけば、もう来年の４月からビジネスとして動き始めようとしてい

ますが、女性は製造現場で雇用の創出につながるだろうと思います。しかしながら、このことで

若者の雇用の創出が本当につながるのかと、つなげられるのかというところは、まだまだクリ

アしなければならない課題があると考えています。
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2016.10.11(火) 千葉大学ＣＯＣ＋事業 於：千葉工業大学 津田沼キャンパス
千葉県ＣＯＣ＋シンポジウム 「大学と共に創る明日の千葉県」

学校法人加計学園 千葉科学大学

教授 伊永 隆史（ＣＯＣ等事業推進責任者）

若者の雇用創出に
向けた取組みと
大学の課題

若者の雇用創出に
向けた取組みと
大学の課題

千葉科学⼤学の若者雇⽤創出作戦（１）
業種別ニーズ調査票】

【銚子・東総地域の
中小企業の

業種別ニーズ調査票】

↓
銚子信用金庫および
銚子商工信用組合の
顧客中小企業ニーズ
１２５件を抽出した。
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千葉科学⼤学の若者雇⽤創出作戦（２）

①銚子産品を活用した機能性食品の開発
食料自給率258％を誇る銚子の豊かな漁業・農業資源を「健康」というテーマのもとで

磨き、命を救う食、危機管理フードの開発による実践的な人材教育や商品開発を通じて、
主に女性の雇用を創造する。

②犬吠埼温泉の新価値創出

市の観光資源である「犬吠埼温泉」について、入浴だけではなく温泉成分を活かした化粧品
等の商品開発を行い、観光業を活性化する。

③スポーツ合宿誘致を核としたスポーツタウン・ブランディング事業
野球、トライアスロン、マラソン大会などが数多い実態を鑑み、スポーツツーリズムを推進する
NPO法人と連携、銚子西高校をスポーツ合宿施設としてリノベーションし地域の雇用を創出する。

④マッシュルーム栽培におけるハエ駆除の新技術開発
キノコの優良産地として高度な栽培技術を維持するため、差別化された簡便で低コスト

の菌類栽培の新技術を開発し、高度な担い手の育成及び定着を図る。

⑤好適環境水を利用する安全安心な海水魚陸上養殖の実証的研究
全漁連のシンガポールアンテナショップ等への高品質魚介類の輸出、地元水産加工業者による

新しい輸出商品開発、千葉科学大学の技術支援（「好適環境水」等）を活用した商品化を目指す。
⑥自然（再生可能）エネルギー産業、特に大規模洋上風力発電の導入

銚子市の強み（自然環境、気候）のうち、特に海風を最大限活かした大規模洋上風力エネ
ルギー産業の導入を促進する。

銚子市を中心に協働による産業振興、ローカル・イノベーションコンソーシアムへの研究シーズの提供役割

千葉科学⼤学の若者雇⽤創出作戦（３）

【銚子産品を活用した機能性食品の開発】

（１）銚子市地域雇用創造協議会から「命を救う食、危機管理フード」
について提案

（２）千葉科学大学に対する内容説明（H28.1.19）

（３）同協議会が４回に分けて学生に対する「危機管理フード」プレゼン
テーションと勧誘活動（H28.5.11-12）

（４）「危機管理フード開発プロジェクト」kick-off（H28.5.19）

ＣＯＣ事業で始めたマッチング取組から、ＣＯＣ＋へつながる
若者･女性の雇用創出の芽が生まれ発展
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千葉科学⼤学の若者雇⽤創出作戦（４）
平成28年5月19日（木）

第１回 危機管理フード開発プロジェクト会議

【概要説明（銚子地域雇用創造協議会）】
・今なぜ、「危機管理フード」なのか？
・なぜ、銚子で行うのか？
・なぜ、千葉科学大学なのか？

【グループワーク】
「あったら良いと思う防災缶詰のパッケージ情報」について

千葉科学⼤学の若者雇⽤創出作戦（５）
平成28年6月13日（月）

第２回 危機管理フード開発プロジェクト会議

【グループワーク】
・防災食試食

試食した感想を「味」・「パッケージデザイン」・「課題」
ごとに評価する

・災害時に役立つ情報・物
アルファー米＋レトルトスープのパッケージにした際、
同封する事ができる＋α（情報・物）について
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千葉科学⼤学の若者雇⽤創出作戦（６）
平成28年7月4日（月）

第３回 危機管理フード開発プロジェクト会議

【グループワーク】
・＋αアイテムを絞り込む

①「なぜ」
なぜ、そのアイテムが良いのか

②「プレイス（流通）」
そのアイテムが入る事により、どんな所で売れるのか

③「プロモーション」
そのアイテムを入れる事により、
どんな宣伝ができるのか

千葉科学⼤学の若者雇⽤創出作戦（７）
平成28年8月8日（月）

第４回 危機管理フード開発プロジェクト会議
【情報提供（銚子地域雇用創造協議会） 】

・災害食の現状について
・生活習慣病の危機管理フード開発 等

【グループワーク】
・応援メッセージ（キャラクター・メッセージ）

平成28年9月12日（月） 自衛隊習志野駐屯地見学、意見交換

平成28年10月3日（月） 第５回危機管理フード開発プロジェクト会議

【今後の予定】
危機管理フード開発に向けて会議を重ね、２８年度中の商品開発を目指す。

【今後の課題】
女性の雇用創出につながるとしても、若者雇用創出にどうつなげられるのか。

56



 

 

「信頼と共感でつなぐ“ふるさと”づくり 松戸から南房総へ」と書いていますが、これは誰が

つなぐのか、どのようにつなぐのかといいますと、私ども大学と市民と産業界とそして自治体、

この４者が、信頼と共感でつないで、活性化あるふるさとをつくっていこう、そういう取組みです。

これを実は松戸で４年間実施してきています。これを南房総へ拡大して、展開していこうという

ものです。 

取り組みの概要は、学長を中心として、組織の中でやっていくわけですが、特に、カテゴリー

としては、地場産業の活性化、既存商店街の活性化、地域の子育て力の向上、そして、何より

も地域を愛する人間が育たなくてはいけないということで、地域意識の高揚、この４つのカテゴ

リーに基づきまして実施しています。

カリキュラムとしては、短期大学ですので、保育科と総合文化学科２つの学科で、全員必修

科目を設定しました。それが社会貢献の理論と実践、地域貢献活動の実践でして、９０分の授

業を２年間で３０回やるということになっています。 

その他に、既存の授業にも地域貢献あるいは地域志向をどんどん積極的に取り入れていま

す。私ども総合文化学科で話しますと、中に１０のコースがありまして、全部で２５０の科目があ

ります。こんなにある短期大学は、全国にもないと思いますが、その２５０の科目で、先生方が

学生と共に地域貢献をしています。例えば、第６次産業の育成にあたって、地域のネギの用途

を拡大しようということで、取り組んでいます。ネギの植え付けから収穫までやって、さらにその

上で、マフィンや、健康ラーメンなどを開発しました。さらに地域意識を高揚するために、地域

のカルタをつくったり、絵本をつくったりして、小学校４５校に配布したりしています。 

こういった活動を南房総市でこれから展開していこうと考えていますが、まず最初に、ヤマト

水産という会社と私どもが連携しまして、ヤマト水産が南房総市につくっている大型の商業施

設の中で、デニッシュ、パンをつくって欲しいという話がありまして、私どもの学生が取組みまし

た。その結果、現在、デニッシュ３種類の発売にいたりました。なお、これについては、ヤマト水

産を私たちが直接知っているわけではないものですから、実は千葉興業銀行が、私どもが事

業を展開していく上での重要なステークホルダーとなっています。ここで地域のニーズを私ども

に教えてもらい、こういうのをつくって欲しい、ということを色々意見がでてきまして、これに応え

聖徳大学短期大学部の 

ＣＯＣ＋の取組み 

野中 博史 聖徳大学短期大学部
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ていくということです。 

なお先ほどデニッシュ３品種といいましたが、学生は、実は２０種類のこういったパンやメロ

ンパンをつくりました。その中から、商品化になったのが、３種類ということです。

これから、南房総市で展開していく上では、何よりも地域が活性化するためには産業が振興

しなくてはいけない、そしてこれを拡大しなくてはいけない、ということで、産業振興支援、商店

街への振興支援、子育て支援などの活動を私どもは計画しています。 

さらに私どもの基本的な考え方として、産業の振興、活性化に関わることだったらどんどん

千葉県内でやっていこうということで、これもステークホルダーからのニーズを収集しまして、香

取市でも始めています。マッシュルームの用途を拡大して欲しいという要望がありました。私ど

もで、この用途を拡大するための和風のマッシュルーム弁当を開発いたしました。学生がです。

そして、この１１月に商品化して、万葉軒という千葉の大きな弁当屋さんから販売されることに

なりました。 

今後の課題ということでは、何よりも、私ども、産官学全体がやはり協働していかなくては、

なかなかこういうことはやっていけないだろうと思います。そして地域のニーズを的確に吸収し

ていかなければいけない。本当に大学生の力を地域が求めているのか、この辺をきれいにわ

きまえていかないといけない、と考えています。 

特に、これからは、単発ではなくて、例えば南房総市をもっともっと活性化させるためには、

その南房総市で、コミュニティビジネスを育成していかなくてはいけない、と私どもは考えてい

ます。南房総市も大変熱心に取り組んでいますので、ぜひそれを実現していきたい。そのため

には、私どもでは、カリキュラムの改正を含めまして、学生の育成をしていきたいと考えていま

す。その辺が一番の課題と考えています。 
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野中 博史

信頼と共感でつなぐ “ふるさと”づくり

松戸から南房総へ coc＋事業

平成28年10月11日（火）

文部科学省 地（知）の拠点大学による地方創生推進事業

１ ｃｏｃ・coc＋取組みの全体像

COC＋
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２ COCで新設した地域志向カリキュラム

保育科 総合文化
学科

社会貢献の
理論と実践

（１５コマ）
２年前期 １年後期

地域貢献活動
の実践

（１５コマ）
２年後期 ２年前期

３ 既存科目の地域志向化
科目名 成果（ツール） 担当学生の所属

し た ブ ラ ン チ
（コース）

DTPオペレーショ
ン演習Ⅰ・Ⅱ

食材見本市「千産千商」ポスターの制
作、地域の商店のポスター制作、保
育相談のポスター制作

文芸・編集、図書
館司書

ルポライティング
Ⅰ・Ⅱ

地域の名所・旧跡、飲食店などを網
羅した地域観光雑誌「彩」を制作、地
域の公立図書館や市役所、商工会議
所、企業などに配布した。

文芸・編集、図書
館司書

日本の文化Ⅰ 「松戸子どもかるた」の試作品を製作。
松戸市教育委員会を通じて松戸市内
の公立小学校45校に一校当たり1
セット、教育委員会に20セットを寄贈
した。

文芸・編集、図書
館司書

日本の文化Ⅱ 松戸昔物語を絵本化して、松戸市教
育委員会を通じて松戸市内の公立小
学校45校に一校当たり5部を寄贈し
た。

文芸・編集

広告コピーワー
ク

食材見本市「千産千商」に関わる
キャッチコピーや、企業と連携して開
発した商品の名称を考案した。

文芸・編集、図書
館司書

調理実習Ⅲ・Ⅳ 地域の食材「ネギ」を利用して、地域
の企業と連携し調味料を使用しない
「ラーメン」を商品化した。

フード・調理、幼
児栄養

製パン入門Ⅰ・
Ⅱ

企業と連携して、地域の食材を利用
したメロンパンを開発、商品化した。

製菓

フランス菓子入
門Ⅰ・Ⅱ

企業と連携して、どら焼きを商品化、
地域にちなんだ商品名をつけた。

製菓、デザイン・
インテリア

栄養学総論 地域の企業と連携して、地域の食材
を使ったマフィンを商品化した。

フード・調理、幼
児栄養
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４ 南房総市でのcoc+事業の展開

ヤマト水産（株）と連携し、南房総市内の大型商業施設内のベーカ
リーショップで販売するデニッシュを開発、レシピを提供（27年度から
実施）。

ヤマト水産 千葉興業銀行 聖徳大学短期大学部

*千葉興業銀行はCOC及びCOC+事業を展開する上での重要なステークホルダー

販売されたデニッシュ各種

５ 南房総市での今後の展開

【大学からの提案】

●産業振興支援
地域の食材を生かした食品開発とレ
シピの提供 等

●商店街の振興支援
地域の食材を用いた商品開発 等

各種キャラクターの開発 等

●子育て支援
子育て相談の実施など

●学生の南房総での活動
学生による現地でのインターンシップ

【地域の希望】
・今後の話し合い。

・学生が現地で活動すること。
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６ 地域の雇用創出に向けての考え方

• 産業の活性化を支援することで地域の雇用創出に寄与

• 地域の魅力づくりを支援することで雇用の創出に寄与

• 地域の子育てを支援することで地域への定着に寄与
*南房総市に限定せず、ステークホルダーとコラボ

して千葉県内の人口流出地域で幅広く産業支援、

地域の魅力づくり支援を展開する。その結果として

千葉県内の人口流出地域での雇用創出につなげる。

地域の魅力
づくりに 僕
を活用しま
せんか？

千葉県香取市での取組

７ 今後の課題
●産官学の協働の実現

地域企業との連携による産業振興支援

長期インターンシップ

地域の魅力づくりへの貢献

●地域ニーズの的確な吸収

南房総市内の産業界・子育て機関等との事業連携が必要？

●地域がどれだけ大学生の力を求めているか（地域の理解）

COC，ＣＯＣ＋の活動はボランティアではない。

●時間的・空間的遠さ

片道約120キロで学生の移動が困難さを伴う。
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 私たちは大学と違うので、最初に質問したいのですが、木更津高専のことをご存知の方って、

どれくらいおられますか？これだけの方の手があげられたのでしたら、説明するのもなんなの

ですが、少し説明させていただきたいと思います。 

私ども木更津高専は大学と違いまして、中学校を卒業後に、５年間の一貫教育を行っている

高等教育機関になります。高専を卒業後は、就職をするか、あるいは大学に編入学するか、あ

るいは本校にある専攻科に入学をして勉学を深めていくというような学校になります。本校の

特色としては、立地条件がこの木更津というところにあるのですが、東京に近い、それから羽

田に近い、成田にも近いし、千葉・横浜にも近いという立地にあります。卒業後はこういった企

業に現状では就職していく学生が多いということがあります。 

本校は５学科からありまして、機械工学科、電気電子工学科、電子制御工学科、で、私、情

報工学科の教員ですけれども情報工学科、環境都市工学科、の５学科からなります。それぞ

れ５学科ごと４０名ずつの学生がいまして、１学年で２００名、５学年で１０００名の学校となりま

す。 

本校の特色としては、半分の、大体２００人のうちの１００名が進学をしていきます。大学へ

の編入学、それから先ほど申し上げた専攻科の入学、それから半分が就職をしていきますが、

非常に高い求人倍率が今のところです。大体１００名に対して、２３００社ぐらいの求人がきます

ので、就職を希望する学生はほぼ就職ができるという状態です。 

本校の COC＋に向けた取組みですが、５学科ありますが、コミュニティが大学と比べて非常

に小さくて、教員の数でいうと各学科１０名程度となります。したがって、横同士のつながりが深

くとれますので、こういった学際的な教員たちがとりくんで、いろんな農工関連であるとか、情報

セキュリティ、医療・福祉に関係するようなプロジェクトを組んでいます。

そうしたプロジェクトを組むと木更津高専のだれだれ先生というよりは、各プロジェクトに焦点

があたると考えていますので、例えば、海苔の養殖診断を行ったり、あるいは植物工場の画像

診断を行ったりというところが、民間企業、官公庁や他の大学との連携をしやすくなるような形

となると考えており、こういったプロジェクトを今立ち上げているところです。 

このような中で、木更津高専は木更津市と包括的な連携協定を２年前に結びました。木更

木更津工業高等専門学校の 

ＣＯＣ＋の取組み 

大枝 真一 木更津工業高等専門学校 
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津市と木更津高専が連携して、活力のあるまちづくりをしていきたいというような内容です。具

体的には２つほどありますので、これらについて紹介したいと思います。 

まず１つ目ですが、血液検査データをつかって、健康診断、それから保健師さんがいろんな

活動していますが、そういった活動の可視化を行うような共同研究を行っています。実際に現

状では特定健康診断を受ける人が４０代の方が少なくて、そういった方に健康診断を受けても

らうことで、予防になったり、あるいは早期発見ができるのですが、保健師の取組みというのは

多岐にわたるので、どういった活動にどれぐらい効果があるかというのがなかなか見えにくい

という現状があります。そのようなデータを用いて、可視化をするというような研究を進めてい

ます。 

それからもう一つは、駅前にあるブックカフェです。商業施設の郊外化や、それから中心市

街地の活力の衰退などがありますので、市民とそれから我々高専には国語の教員がいますの

で、そういった方々との交流を深めて地域に根ざした高専の強みを活かしていきたいなと考え

ています。 

最後に、課題を２つほど挙げたいと思います。一つ目は、先ほどいいましたとおり、我々とし

ては、立地は非常によいところにあると考えていますが、東京や千葉、横浜の方からみると、

地方都市、田舎の方に感じられるということもあって、なかなか大きい企業がなかなかでてこな

いという課題があります。 

２つめは、そういったことにも関連しますが、やはり学生たちが地域にある企業よりも、高専

を卒業したら、東京や千葉、神奈川に就職をするのだという意識が高いものですから、なかな

か地元に根付いた就職がないということがあります。 

これらについて今後、より一層取り組んでいかないといけないなと考えています。 
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COC+に向けた木更津高専
の取り組み

情報工学科 大枝真一

木更津工業高等専門学校

千葉県COC+シンポジウム
2016年10月11日

1

木更津高専とは？

中学校

高等学校

短期大学

大学

大学院

高等専門学校

専攻科

大学院入学

編入学

編入学

２～5年

4年

3年

2年

1年

3年

2年

1年

5年

4年

3年

2年

1年

2年

1年

就職

■国立の高等教育機関
■創造性重視の5年間一貫教育
■多様な進路選択

5年(7年)間の
一貫教育
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2

学科構成

機械工学科
Mechanical
Engineering

電気電子工学科
Electrical and Electronic
Engineering

電子制御工学科
Control
Engineering

情報工学科
Information and Computer
Engineering

環境都市工学科
Civil
Engineering

制御・情報
システム
工学
専攻

環境建設
工学
専攻

機械・電子
システム
工学
専攻

3

進路先は？

進学
進学志望者の理工系
国立大学現役進学率

就職
卒業生への
高い企業評価

ほぼ就職率
100%

理工系国立大学

専攻科

20%

30%

50%

求人倍率 約20倍以上
（約100名に対して2358社）
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4

木更津高専 研究クラスター

地域連携・問題解決
関連

自然と共生可能な
インフラ関連

省エネルギー都市
関連

（スマートシティ）

農工関連
（アグロインダストリ）

医療・福祉・健康・
スポーツ・教育関連
（ライフサイエンス）

センシング関連
データサイエンス

関連

情報セキュリティ
関連

文芸復興・地域
交流関連

機械工学科 電気電子工学科 電子制御工学科 情報工学科 環境都市工学科

高専の特色を最大限に活用する．
分野別の統合によるプロジェクト化が可能．

学科間を超えた連携

5

研究クラスターと地域連携

自然と共生可能な
インフラ関連

農工関連
（アグロインダストリ）

医療・福祉・健康・
スポーツ・教育関連
（ライフサイエンス）

干潟の生物による環境浄化

里山，干潟生物の生体研究

カラスロボットシステム

植物工場における環境制御

植物の画像処理診断

蛍光計測による海苔養殖

陸上競技の指導法開発

生体時系列信号解析

血液検査データ解析診断

民間企業 大学官公庁

木更津高専

具体的な研究プロジェクト

学外からのプロジェクトの見える化
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6

木更津市との包括的な連携協定

木更津高専とまちづくりに
関して，活力ある個性豊か
な地域社会の形成と発展に
寄与することを目的

企画部情報政策課と

オープンデータ利活用による
木更津市ICT戦略の促進

木更津市：http://www.city.kisarazu.lg.jp/14,41805,40,266.html
木更津高専：http://www.kisarazu.ac.jp/news/2015/0210.html

木更津市教育員会と

みなとまちなかワークショップ
との推進

7

オープンデータ利活用による木更津市
ICT戦略の促進

PCAとGMMを用いた血液検査データからの
保健師指導効果の可視化

2.目 的：平成27年3月に策定した木更津市保健事業実施計画
（データヘルス計画）を踏まえ、生活習慣病予防に
向けた今後の施策展開にあたっての重み付けや民間
等によるアプリ開発等につなげるため

3.内 容：特定健康診査のデータを分析中
（2008～2015年の６万強のデータ）

※個人情報は除く

1.所管課：保険年金課
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8

市民体験プログラム・みなまちSKIP!
みなまちブック・カフェ

地方都市の課題

商業施設の郊外化
中心市街地の活力衰退

地域交流の場を作る

本を介した交流の場
世代や立場を超えて人と人がつながる
スマートフォンやPCを利用したメディアシステム

地域に根ざした高専の
強みを活かす
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アメリカでのＣＯＣ＋のような取組み

鈴木（千葉大学）

それでは、これからパネルディスカッションに移りたいと思います。 

壇上には、今ご報告をいただきました、私を含めて６名の大学の報告者と、メルヴィルさんに

加わっていただいています。 

テーマとしましては、まず各大学の取り組みとして、教育と産業振興がありましたが、それに

ついて、簡単な感想をいただきます。より時間を使いたいのが、皆様のほうからもいただきまし

た課題についてで、それらに具体的なアドバイスをいただければと思っています。 

そして、最後は大学間連携についてです。千葉県内で、総合力をあげて取り組んでいくため

の大学側の連携はまだできておりません。そういったものについて、大学の先生方も含めまし

て、時間の許す限りディスカッションできればと考えています。 

それでは、まず簡単な質問なのですが、ある一つの都市や地域に対して、COC＋と同じよう

な取組みや似たような取組みが、アメリカではあるのかどうかということについて教えていただ

ければと思います。 

John Melville 

私が、プレゼンテーションの中でとりあげた実例のコロラド州は、人口的には千葉県に似通

っているかもしれません。コロラドは、より幅広いプログラムを持っていました。COC＋のような

ものだと思います。彼らのプログラムは、産業界による協働を州の色々なところで奨励するも

のです。そのうちの一つが、北コロラドということで、そこでは、かなり進んだ製造業の協働があ

りました。コロラドでは、４年間という期間で、２１の産業界による協働がつくられました。そして、

コロラドは、産業界による協働がアメリカでもっとも多い州です。

ディスカッション 
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州政府の優先課題は、産業界がリードする産業界による協働を州中に推進するものです。

これが、たぶん一番千葉県に近い例だと思います。そこで学んだことは、産業界がまず集まる

ということが重要であるということ、そして地域と協働するということが重要であるということです。

また、大学、政府、自治体、企業などのチームが集まって、産業界をまずまとめる。そしてその

後は、業界が優先課題を決めて、パートナーとして、この優先課題に対応するということです。

先ほど示したこのプロセスは、この産業界による協働がやったわけです。これは現在でも続い

ています。そして効果的な形で、地域において優先課題をもとに集まるということです。 

コロラドの多くの地域も同じような状況にあります。千葉と同じようにやはり若者が流出して

いる状況です。また、雇用機会がない、雇用機会が減っているということ、また業界がもっと成

長できるはずであるということです。産業界による協働というのは、彼らにとって、連携する方

法であったといえます。そして、さまざまな異なる形、今までとは違ったやり方でできたと考えて

います。他の州も同じようなことをやっています。例えばカリフォルニアもそうで、私どもはそこ

で協働しています。彼らのイニシアティブは、スリングショット・イニシアティブという試みです。こ

れはカリフォルニアの１０ヶ所で行われています。そこでは、チームが形成され、プロジェクトを

実行したり、戦略を立てたりしています。そこでは、企業をその産業界ごとに関与させています。

そして、その産業界を支援する、また、そこに住んでいる人たちを支援する戦略を立てていま

す。そうすることによって、自らのキャリアの中で、移動が可能になるということです。これがカ

リフォルニアの戦略です。そこでも同じようなアプローチをとっているといえます。

鈴木（千葉大学） 

今の説明では、大学のロールが少しよく分からなかったのですけども。あまり大学の関わり

が強くないという形ですか。 

John Melville 

いいえ、大学が関わっています。この２つのケースでは、それぞれの地域ごとに、大学がよ

り幅広いチームの一員であるということです。ただ、そこでリードするような組織とはなっていな

いわけです。最初の段階は、業界を集めるために支援します。彼らの方がけん引したり、具体

的なところまでリードするということではありません。 

ここでの教訓はこのような初期の段階においては、取り組みのための動きをまずもたらすと

いうこと。そして、そこに注目させるということです。そして、個々の事業者、企業とも連携をする

ということです。追加の企業に加わってもらって、コンソーシアムでも連携してもらうということが

次のステップになると思っています。それが、大きな影響を与える方法だと思っています。アメ

リカでも同じような経験があります。

地域を出て行った若者と連絡を取り続ける 

鈴木（千葉大学） 

ありがとうございます。それでは、具体的なやりとりに入っていきたいと思います。 
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まず、各大学の取り組みについて、質問も含めて進めていきたいと思います。まず教育分野

の取組みですが、千葉大学と敬愛大学では、副専攻あるいは、サティフィケートプログラムを進

めています。もちろん、各大学でも地域振興をやっていく中で、教育という力を使いながら、進

めているのは十分伝わってきましたが、まずは千葉大学と敬愛大学の取り組みと千葉大学が

最後に教育分野での課題として出させていただきました、例えば、大都市マインドを持った学

生をどうやって地方に向かわせるのかという問題、あるいは、４年間で地域志向の人材育成が

できるのかどうか、ということについてお答えをお願いいたします。 

John Melville 

まず最初に、千葉の学生が、いったんは千葉を離れて、再び戻ってくるということは、必ずし

も悪いことではないと思っています。私の経験では、ある地域で成長して、そこを離れて他の地

域で経験を積んで、再び戻ってきて、さまざまな経験をローカルに適応することになると、非常

に多くの起業家精神や、エネルギーを生みだすことができると思っています。１つの地域だけ

に一生残るということと比べて、そのような機会が存在すると思っています。ですから、例外は

存在するということです。 

一つの見方は、１００％の学生を一つの地域で維持させられないし、たぶん学生も望んでな

いと思います。多くの若者がいろいろな外に出たりして、経験を積んでほしい。しかしながら、そ

のカギは、もっとたくさんの人に戻ってきてほしいということだと思っています。そしてできる限り、

そういう若者に、ある経験をもちながら残ってもらうということです。そういう形で見てほしいと思

います。 

それと同時に、連絡を取り続けてほしいということです。若者がこの地域を離れて、さらに高

等教育に進むとか、最初の仕事を得る、都市のエキサイトな側面がほしいということかもしれま

せんが、常に連絡は取り合ってほしいと思います。こういうことをやっていない地域がかなり多

くあります。アメリカでもそうですが、努力をして、離れた人たちとも連絡を取り続けるということ

です。 

例えば、オクラホマ州のオクラホマシティもそのうちの一つです。この地域は、ダラスほどエ

キサイティングな場所ではありません。学生がオクラホマシティを離れてダラスに行って、最初

の仕事に就きます。しかし、人生のある段階になって、再び故郷に戻りたいと考えるわけです。

その理由は、家族を故郷で育てたいとかという理由です。オクラホマシティが、彼らと連絡を取

り続けていたので、彼らが、自分たちの故郷で何が起こっているか知っている。雇用状況も、そ

してオクラホマシティが提供するチャンスも知っているということです。オクラホマシティは、若い

人たちを再び戻すという意味で、大変成功しています。スキルとか、起業家精神をもった若者

を再び地域に引き付けるということができています。それは、連絡を取り合っていたからできた

ことです。なので、連絡を取り合ってほしいのです。 

そして、たとえその地域から出なかったとしても、起業家精神を持たせるための機会を与え

る必要があります。起業してもらう、小さな事業を始めてもらう。若者に本当の意味でのチャン

スを与えてください。失敗するかもしれないし、成功するかもしれません。いずれにしても若者

がトライできるようなことをするということです。東京では、そのリスクが高すぎますよね。大きな
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組織で失敗してしまうと、なかなか立ち上がれない。千葉では、若いうちにそういったチャンス

をあげてはどうかと思います。私としては、このことを強調したいです。より早い経験を学生に

提供する。若者にとって、意味のあるそういう場を提供することで、フックとして、千葉県につな

ぎとめることができると思います。そして、もし一時的にどこか他のところへ行っても、きっと帰

ってきてくれることでしょう。１つや２つだけではなく、全ての戦略を使うことによって、長期的に

成功させることができると考えます。 

鈴木（千葉大学） 

ありがとうございました。同じく教育でサティフィケートプログラムをやっている敬愛大学の薮

内さんからの課題ですが、最後の学生の地域愛、地元愛を育てられるのかというのは、今と同

じような質問と考えてよろしいでしょうか。あるいは、もう少し詳しく知りたいことがあれば、お願

いいたします。 

藪内（敬愛大学） 

大都市に向きがちな学生の意識を地元に向かわせるために、地元愛を育てることが非常に

必要だと理解していて、具体化していくべき課題だと考えていましたので、今のメルヴィルさん

のお話は、非常に参考になりました。 

つながりという言葉がキーワードだと考えています。最近、高校が廃校になるということを防

ぐために色々努力して、成果もあがってきているという例で注目されている隠岐島の隠岐島前

高校というところに視察に行ってきました。地域を知る、地域につながった子どもたちを育てて

いくという、そういうことを非常に心がけているのですが、その時に、ふるさとにつながっている

だけではなくて、外ともつながっているということが大切だということを思いました。 

つまり、つながりという言葉が、地元、生まれ育った故郷につながっていると同時に、よそと

もつながっている。それはどういうことかというと、この高校は、入学定員の３割を上限として、

島留学を全国から募集しているんですね。３割を超えると、島のための高校でなくなるというの

で、３０％に抑えているのだそうです。入学定員の３割というと２４人なんですけども、最近では

１００人以上の希望者がくるんだそうです。 

ですから、今おっしゃった、千葉の人口流出地域の子どもたちが高校なり、大学なり、あるい

は就職なりで外に出て行くときに、つながりを維持するという今のお話は非常に必要なことだと

思いますし、同時に外とつながることのネットワークになっていると考えたらといいと思いました。

東京にいって仕事をする、大阪にいって仕事をする、アメリカに行って仕事をする、そういう人

達とつながりを保つと、地元と世界がつながっているということが維持される。そういう意味を

持つと思うので、つながりということは非常に大切だと思っています。 

鈴木（千葉大学） 

はい、ありがとうございます。それでは、続きまして、千葉工大さんの方の取組みに移りたい

と思います。先ほどいい足りなかったところがありましたら、鎌田さん、お願いいたします。 
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パブリックセクターの役割 

鎌田（千葉工業大学） 

配布資料の最後の方に、３つほど課題をあげさせていただいたのですけど、大体、先ほど伺

ったお話でクリアできていますので、ちょっと違う観点からぜひ伺いたいことがあります。 

市町村の皆様方と付き合っていて、本当に意欲あふれる危機感、これはもう今やらなきゃ、

町がほろんでしまう、また、将来こういう夢があるというのを持っています。という意味では、日

本でどうしてもパブリックセクター自体は、均等に、平和に、調整をして、というようなところが強

いのですが、特に、私、南房総市さんと付き合い長いのですが、チャレンジ精神にあふれてい

て、なんていうのですかね、南房総市さん、今日も大勢来てらっしゃいますが、パブリックセクタ

ー自体がチャンピオンになる、例えば千葉の全域の、パブリックセクターがチャンピオンになる

というのは、あってはいけないことなのかもしれないですが、それほどパブリックセクター同士

で切磋琢磨しながら競争して、それが一つのエネルギーになった結果として多くの受益者が増

えていく、ということこそ、パブリックではないかな、というような思いがします。そういう意味で、

日本特有の武器かもしれないけど、パブリックセクター自体がいろんなものをけん引していくっ

ていうのはありうるのかどうか、あるとしたら、ちょっと日本型としていけるのではないかと思う

のですが、いかがなものでしょうか。 

John Melville 

ありがとうございます。素晴らしい質問です。私は、パブリックセクターというのは、仲介者と

して、つまり最初の部分を司さどるということがあると思いますが、気をつけなければいけない

と思います。パブリックセクターがけん引者になってしまうと、産業界は参加しなくなってしまうと

思うのです。けん引するのは誰なのか、優先課題、優先順位を考えるのは誰なのか、責任をも

って協働して、違いを生み、影響を与えるのは誰なのかということをまず考えないといけないと

思います。もし、パブリックセクターが、あまりにも主導権をとりすぎてしまうと、ありがちなもの

ですが、その状況が非常に泥沼化してしまいます。船頭を多くして、船山によるということにな

ってしまうと思います。産業界を中心に協働すれば、もっと素晴らしい経済をつくり出すことが

できます。 

ですから、大学に対して伝えたいのは、大学は、非常に重要な役割があるということです。ま

ず会話のレベルを上げるということです。そして、野心や、やりたいという気持ちを高めていくと

いうことです。それは正しい情報、データに基づいてやってほしいと思います。そしてその大学

の学生のエネルギー、教員のエネルギー、素晴らしいエキサイティングな仕事をしている教員、

学生たちを使って、解決の一助にしてほしいと思います。大学は、そのテーブルに差し出すだ

けの汗と資源をもっているわけです。業界のリーダーシップに資する支援をする。つまりきちん

と組み立てられる要素をもっているわけです。だけど、あまりにもパブリックセクターが率いてし

まうとうまくいかないと思います。 
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鎌田（千葉工業大学） 

伺ったことも分かるのですけれど、今の状況も地方の追い込まれた、先ほどの島根県の隠

岐島もそうですけども、そんな稚拙なパブリックセクターはあんまりいないかなと思います。が

んばれるところは、最初に、じょうずに裏に回って火をつけて、さっと表に、プライベートセクター

をだして、大学をうまく活用して、そこの進化もとても素晴らしいものがあるということを伝えた

いなと思っています。その辺りも、できれば視察をしていただいて、そこの部分も理解した上で、

教えていただくとありがたいかなと思いました。 

鈴木（千葉大学） 

ありがとうございました。次は千葉科学大学の伊永先生にお願いしたいと思います。先ほど

頂きました課題としては、さまざまな取組みが女性の雇用にはつながっているけれど、若者の

雇用にどうつなげられるかということでしたが、何か補足がありますでしょうか。 

大学は一歩下がる 

伊永（千葉科学大学） 

少し全体的にお話させていただきますが、私どもの大学は、まだ経験浅いのですが、２６年

度から COC 事業を進めています。防災を使ってのまちづくり、まちおこしを中心に考えている

のですが、そのために、「千葉学」と同じような地元学として、「銚子学」というのを全くゼロから

積み上げてきました。この講義の最初は銚子市長がやると、いうことで、市長は「銚子学のす

すめ」ということで、１時間話します。というようなところからスタートしています。講義は地元の

方に主に出演していただいています。地元のいいところをしっかりと宣伝するような授業を組ん

でいます。それで、一通り地元のいいところを聞いたところで、まち歩きということで、学生が地

元のリーダーとともに、まちを歩く、あるいは、地元でボランティア活動する、あるいは、銚子ジ

オパークという名所がありますので、そういうところも見に行くというようなことで、地元をよく知

るようになります。こういうことを通じて、それまでは、全く銚子のことを知らなかった外部から来

た学生たちも、銚子のことを知ることができる。それどころかずっと銚子に住んで高校まで銚子

にいたのだけど、この銚子学の必修講義を聞いて、初めて銚子のことがわかったというような

ケースもでてきまして、そういうことが、若者の地元定着につながればいいなという気持ちはも

っています。しかし、そう単純ではないだろうというほうが、本音になります。 

それで、先ほどいいましたように、いわゆる缶詰をつくるわけですが、缶詰の中でも災害にあ

って、避難した方々がもうこんなもの毎日毎日食べられないというようなことにならないで、毎

日食べても飽きがこない。健康にも健康増進にも効果があるっていうようなものができる可能

性があるのではないかと。それも銚子の産品は海の幸からキャベツ、大根、にんじん、とうもろ

こしと様々ありますので、そういうものをあわせた缶詰であれば、長い目で見て、機能性食品と

しても役立つようなものをつくれるのではないかと。そういうことが、企業側のもくろみです。私

どもは実は企業を中心にプロジェクトを動かしていまして、銚子市とか大学は、どちらかといえ

ば、一歩下がっています。学生は前に出ていっていいんですが、大学はなるべく一歩下がって、
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世話役に徹しようというようなことで今のところ進めていますが、そういうやり方でよろしいのか

どうか、メルヴィルさんに教えていただければありがたいです。 

John Melville 

そうだと思います。このプロジェクトの特性を考えますと、多くの企業が参加して、色々な面

で貢献することができるものだと思います。 

災害被害者のための食品は、色々な形の応用が可能だと思っています。また、多くの企業

が参加できると思います。学生、特に若者が情熱をもって、人々を助ける、特に災害被害者を

助ける。企業とも関与したいということですが、大学が関わるが、あまりにも強くけん引しないと

いうのは、よいやり方だと思います。そしてその方向を変える必要がある場合は変えるというこ

とです。多くの企業が集まった場合には、もっと違ったやり方をするということで、時間をかけて

柔軟性をもつというのはよいと思います。しかしながら正しい軌道に乗っていると私は思います。 

鈴木（千葉大学） 

ありがとうございました。続きまして、聖徳大学の野中先生の方からお願いいたします。 

都心に出ていった若者とつながる方法 

野中（聖徳大学短期大学部） 

私ども COC＋を展開しているのは、先ほどお話したことで、すべてです。課題も含めて、す

べてですが、メルヴィルさんに、そういった取組みをさらに効果的にするために、少しお聞きし

たいことがあります。 

一つは、先ほど、メルヴィルさんがオクラホマシティからダラスに一旦行った学生がつながり

をもっていると、またオクラホマシティに帰ってくるというお話がありました。日本でいえばＵター

ンだと思いますが、そのＵターンするだけの魅力として、オクラホマに何があるでしょうかという

のが１点です。 

それから、つながりをさらに強調されていましたが、つながりというのは具体的にどういうこと

なのか、私たちも産官学でつながろうといっていますが、その離れた場所とどうやってつながり

をもたしていくのかもお聞きしたいと思います。 

John Melville 

それでは、最初の質問に答えたいと思います。何がオクラホマシティに人々を戻らせている

かということですが、大きなことが２つあります。まず１点目です。彼らが惹きつけられるのは、

そこでまず成長したということです。家族に友好的な場所であって、子どもたちをそこで育てた

いと思うわけです。子どもを育てたいと思った時、あるいは親が年とってきているから家に戻り

たい、そして、地域に戻ってきたいという感情があります。問題は、その経済的な機会、雇用機

会ということでは、時代遅れの考えを持っているかもしれないということです。この２０年間で、

オクラホマシティは大きく変わりました。以前の経済は石油ガス関係でしたが、今はもっと多様

77



化しています。ハイテク産業もあれば、医療関係もあり、非常に多様化された経済となっていま

す。チャンスがより増えてきています。そして、オクラホマシティは、その機会が変わったという

ことを、出ていった人たちに伝えてきています。これらの２つのことで、よくなっているということ

です。オクラホマシティは成功しているので、その話をすることができます。 

千葉県に関しても、変化してきています。オクラホマシティのような状況ではないかもしれま

せんが、こちらの方がもっとチャンスがあると思っています。若者へのチャンスが存在している

と思いますので、きちんと表面化し、明確にしていかなければいけないと思います。 

では、そのやり方はどうするべきか。千葉チャンピオンにその話をしてもらうということです。

また、企業の人たちで、本当にエキサイティングなことをやっている人たちに、業界の話を大き

な声で語ってもらうということ。そして、新しい商品、新しい市場参画、新しい技術の適用で何を

やっているかということ、人々を驚かせるようなことをやっている、ということ。これは新しい起業

家精神によって生まれているということを語ってもらいたい。これは、今後５年後には、さらに大

きくなってくるわけです。 

今の段階で、千葉の若者と東京に出ていった若者に意識調査をします。彼らにどのようなチ 

ャンスがありますか、と聞いても、たぶん彼らは、正しい答えはできないと思います。現在存在

している機会ではなく、少し違った答えをしてくると思います。なぜかというと、それをきちんと伝

えられていないからです。これが第１歩となります。 

第２歩目は、今後数年かけて、さらに機会をつくっていくということです。そうすればこのスト 

ーリーはもっと説得力のあるものになってくるということになります。そして、オクラホマシティの

ような、人々が戻ってくるような状況になってくると思います。 

オクラホマシティは、就職のために、地域を出ていってしまった卒業生のリスト、住所録をき

ちんと管理して、オクラホマシティがいかにエキサイティングかという話を、発信し続けていたわ

けです。ダラスには行っているわけですが、常にＥメールなどで、アップデートの情報を送るわ

けです。オクラホマシティはこんなに変わったよ、おもしろいよと。自分が育った町でこんなこと

があるんだ、こんなチャンスがあるんだと、そんなこと考えたことはなかったと思う人はいるんで

すね。例えば、仕事を変えたい、転職したい、そろそろ家族を育てたいとか、なんらかのきっか

けを考えた時に、このＥメールを見て、あ、ちょっと待って、オクラホマシティのことをもう一回考

えた方がいいかもしれないなと、考える人もいるかもしれません。もちろん１００％戻ってくるわ

けではないです。でも、数人戻ってきて、また彼らが話をする。この年代の人は、互いにメール

し合うと思うんです。テキストメッセージを送って、だんだんと広がっていく。ＳＮＳを利用して、

何が千葉で起こっているか、千葉で面白いことが起こっているかチェックしなきゃ！っていうよう

なことになれば、５人でも戻ってくるとプラスの流れがでてくると思います。それがオクラホマシ

ティでの秘密です。私はオクラホマシティで働いていましたから、目的をもった戦略をとっている

のを見てきました。 

鈴木（千葉大学） 

ありがとうございました。続きまして、木更津高専の大枝先生の方から、先ほど２つほど質

問・課題いただきましたが、もう一度お願いいたします。 
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地方の魅力を伝えるアンバサダー 

大枝（木更津高専） 

木更津高専では、いろんな就職をしていく学生がいるのですが、非常に就職率が高いです。

しかし、それが大企業、都会の方に多いので、なんとか大きい企業を、例えば誘致等できれば

と考えています。木更津は田舎なので、土地が安い等があるのですが、有効に大企業に来て

もらうような宣伝文句とか、そういったものがあれば知りたいなと思います。 

それからもう一つは、地元の方々に私たちのやっていることがあまり知られていないので、

どうしても木更津高専に行けば、東京の方に就職できるという概念がもうすでにある状態では

あります。なので、地元に就職するという考えがあまりない状態なのです。先ほどメルヴィルさ

んがいわれていましたが、宣伝をする、ＳＮＳ等を使うということがありましたが、まだ他にも具

体的で効果的な宣伝の方法があれば、教えていただきたいと思います。 

John Melville 

アメリカの多くの地域で使われている有効な方法があります。人々にアンバサダーの役割を

担ってもらうというものです。それにもいろんなやり方があります。 

まず１つ目です。企業の経営陣や、シニアエクゼクティブに、資料を持っていってもらって、全

国会議とかビジネスミーティングで、それを配布してもらって、その地域の属性についていろい

ろと話をしてもらうということです。木更津高専の卒業生でも、東京に拠点をもつ大きな企業の、

重役、経営陣になっている人もいると思うのです。個人にまずアプローチして、千葉を拡大して

いくということのベネフィットを伝え、事業の拡大も考えていただく。それが一つの戦略だと思い

ます。故郷で育った人が、２０年前から変わっているということを知らないかもしれませんね。き

ちんと戦略を持ってやれば、将来に向けて、改善していくことができると思います。 

そしてもう一つは、若い同窓生です。まだ若い卒業生たち。その人たちに向けて、同じことを

やります。会社で同じことをいってもらうのです。これは、別に難しい戦略ではありません。何も

かも問題解決するわけにはいきませんが、より多くの人に影響を与えてもらうインフルエンサ

ーになってもらい、本当の情報をより多く与えれば与えるほど結果は見えてくると思います。誰

かに影響を与え、グループに影響を与える。そして、その人たちがもう一度、千葉について考

えてもらう機会になると思います。なにかうまくいっているのだなと。そうすれば、例えば、企業

が移転してきたり、いくつかそういう成功例ができてくれば、新しい流れ、新しい力学をつくり出

すことができるのではないでしょうか。もちろん一晩でその成功が手にできるとは思いませんが、

今使っていないツールを使って、そこにいる人たちに影響を与えてもらうわけです。 

まだ、その人たちに千葉のアンバサダーになってくださいというお願いをしていませんよね。

ひょっとしたら、東京で働いている人が、いつか千葉に戻ってくるかもしれない。あるいは、すぐ

に戻ってくる人もいるかもしれない。そういったリソースをぜひ使ってほしいと思います。少しリ

サーチをして、見つけ出してほしいと思います。まだそういうことをしていないのなら、やってみ

るだけの価値はあると思います。 
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千葉ファーストで大学間連携を 

鈴木（千葉大学） 

ありがとうございました。千葉大学の課題は残ってはいるのですが、今までのやりとりでほぼ

答えていただいたと思いますので、次のテーマに行きたいと思います。 

先ほど最後のテーマとさせていただきました、大学間の連携とか、協働についてです。千葉

県で産業振興を行うにあたって、いくつかの大学が関わっていますが、連携や協働については

まだ着手できていないと思います。今回の合同シンポジウムという契機があって、何回か打合

せをしている中で、そういった効果が見えてはきているかと思いますが、今後どのように進めて

いくのかということをディスカッションしていきたいと思います。まずは、大学のさまざまな取り組

みをきいて、千葉県内で大学が連携をするということについて、メルヴィルさんからコメントをお

願いいたします。 

John Melville 

私の考えでは、大学間の協働をどのように進めるかということを考える時には、まず千葉フ

ァーストで考えているか、千葉を第一に考えているかどうかということを自問するべきだと思い

ます。時にこれは難しいわけです。いくつかの大学にはしっかりとした特別なアイディアやプロ

ジェクトがあるところもあります。そして、そういった大学はそれを進めて行きたいわけです。で

も、一歩さがって、これは本当に千葉にとって一番のものだろうか、つまり、千葉ファーストかと

いうこと、個々の大学にとってのベネフィットではなくて、千葉にとって、全体にとってのベネフィ

ットかどうかということをまず考えるべきだと思います。 

そして２つ目に、優先順位、そしてプロジェクトを業界主導にしているかどうかです。業界と協

働しているのか、プロジェクトやさまざまな活動をどう進めていくかということを考えたときに、本

当に業界がきちんとコミットして、優先順位を高くもってやってもらえることか、ということを聞く

べきだと思います。そして、私たちはそれをどのようにオペレーションしていくかということを考

えます。 

そして３つ目に、私たちはできる限りのことを本当にやっているのかどうか、地域側で本当に

協力しているかどうか、そしてニーズに応えているのかどうかということです。本当に大学とし

て協力するような機会を求めているのかどうか、そして、本当にその形で業界の優先課題に取

り組んで、学生とか全体の地域を前進させようとしているのかどうかということです。もしかした

ら、さまざまな機会とか、組織とは連携していないかもしれません。それに関しては、安心して

いないかもしれない。しかしながら、今まで安心できなかったことも試すべきではないかと思い

ます。もしかしたら、多くの協働関係があるかもしれませんが、もっと違った形で協力することに

よって、みんながメリットを享受できるものにしていく必要があるかもしれません。 

このような３つに応えることができたならば、成功することができると思っています。また、地

域ファーストをその業界がけん引するような形にして、非常にクリエイティブで効果的な形で、

横断的な形で、突破口をひらきながら、物事を違ったやり方で協力をしていくということが必要

だと思います。 



81

私の経験では、特にこういうことをやっているところでは、みんながメリットを享受しています。

そこには、大学機関も含まれます。大学の伝統的な形ではないかもしれません。しかしながら、

地域で、強い連携をもってやっている大学は、資金的にも強くなるし、グローバルな競争力もも

つようになる。そして、彼らの名声も高くなっています。そして、彼らは有能な教員を採用するこ

とができ、技術開発も増えることになります。大学が地域に協力する場合は、ゼロサムゲーム

ではありません。大学がやりたいことだけにフォーカスするところは負けています。実際に、突

破口を開くことができません。 

ですから、COC＋によって、みなさんはこのような協働を試す機会があると思っています。一

晩でミラクルが生まれると思ってはだめです。さまざまな取り組みや作業をしなければいけない。

もちろん、私の意見と一致しない方たちもいると思います。でも、世界中の突破口をひらいた事

例を見てほしいと思います。かなり多くの事例があります。そして、学長などにも、徐々にこれ

は重要だということを伝えていく。それにより、大学には大きなメリットが生まれると思います。

多くの力を使うかもしれませんが、大学としてのステイタスが上がる可能性があります。その結

果、長期的にみて、持続可能なものになってくると思います。 

鈴木（千葉大学） 

ありがとうございました。時間がそろそろ終わりに近づいていますが、今の話も含めまして、

お一言ずつ、お願いしたいと思います。 

藪内（敬愛大学） 

どうすればコロラドに戻ってくるか、そのつながりの話なのですが、隠岐島で記憶に残ってい

る話が、島留学で大都市から３年間高校にきた女子学生が、隠岐島の海士町で保育士が不

足していると聞いたので、大学を卒業したら保育士になりに島に戻ってきたいということをいっ

ているという話を聞きました。おそらくその女子学生のふるさとと呼ぶべき大都市では、そういう

つながりが希薄だったんだと思うのです。初めて隠岐島で、島留学の子どもたちには島親って

いう、島の人達が親代わりになって、それで、土曜日、寮はもちろんあるのですが、週末には

島親の人の家にいって泊まるとか、何かそういう島親制度がある。そこで、より人のつながりを

感じて、それが記憶に残って、そういう発想になるのだと思うんのです。つまりつながりというの

は、つくるものでもあるし、日常生活、あるいは地域コミュニティの中で守るものでもあると思い

ます。特にアメリカの場合には、移民社会なので、最初からゼロからつくるものだったかもしれ

ない。でも、日本はもともとあったものが今、どんどん希薄化しているという現象があるので、そ

れをいかに回復するかということになるのではないかと思います。 

ちょっと違う課題かもしれませんが、破綻をしてしまった夕張では、市民病院が廃止され、救

急センターが廃止され、若い人が出ていき、年寄りたちは、仕方がないから助け合って生きて

いこうといっているうちに、がんの発症率も死亡率も、それから救急車の出動回数というのも、

全部下がった、みんな健康になったということです。ですので、つながり指数というのが高いと

健康寿命が延びるということは、どうも事実のようですね。 
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鎌田（千葉工業大学） 

大学間の連携というのは、どうしても COC＋自体が先ほどいいましたパブリックセクターから

きた課題設定にみえてしまいます。そうすると、つながりをもつこと自体が目的化をするってい

うことの設定がまちがっているんだと思います。今、メルヴィルさんがいわれたように、地域あり

きということを考えると、ほんとに今の夕張の話でのつながり指数が、学生と地域、もしかした

ら、南房総市では、聖徳短大さんと千葉工大が一緒のフィールドでやるのですが、まだこれか

らつながりが増えると思います。例えばこちらがロボットをつくったり、電子デバイスをつくったり、

かたや、聖徳短大さんは、大変おいしそうなケーキをつくっているわけですよね、やっぱりこう

いう違うところが通い合うという、つながり指数が、そこで増えてくるのではないかという気がし

ています。 

実は、聖徳短大さん、千葉県下のすべての短大さんとは、単位互換ができていますし、千葉

大工学部さんともできています。あとは高専さんとも協定を結んだし、でもそれは制度や形式な

んですね。本当につながるのは、やっぱり地域があって、地域ファーストで、考えていくと、それ

はできそうだなと思います。これをやはり COC＋ではよい機会にしたいと考えます。 

伊永（千葉科学大学） 

COC＋事業をやることによって、いわゆるパブリックセクターとも理解が深まるし、それから

産業界にも理解されると、さらには市民の中でも分かっている方も増えてきた。しかしながら、

では大学生自身が COC＋の意義を本当にわかっているかというと、大学に対して保護者や学

生が希望して来てくれる呼び水にはなかなかなりにくいという実態があります。COC があるか

らあの大学に行くんだということにはまだつながらない。こういうことがさらに大学の中で、COC

を学生（特に、高校生）が関心を持つようなブランディングに役立つというようなことにつなげて

いくには、メルヴィルさん、何かアドバイスがありましたら、お伺いしたいのですが。 

John Melville 

目に見える成功がでてきて、業界の機会を高められれば、それをマーケティングに活かすこ

とができると思っています。まず地域ファーストにしているということ、それを業界が先導してい

ること、そして、業界と協力をしているということは、大きなストーリーになると思います。 

国際的にみても大きなストーリーになると思っています。正しくやることによって、うまくいくと

思っています。それは、プロモーションという意味でもうまくいくと思います。そして、多くの若者

がその大学に行きたい、そして多くの若者がその地域に留まりたいということになってくると思

います。 

野中（聖徳大学短期大学部） 

メルヴィルさんのお話を聞きまして、改めて、魅力があるという情報を発信していくことの大

切さを痛感いたしました。私は、今から５０年近く前に四国の高知からこちらへでてきました。も

し、それからずっと高知とのつながりがあれば、なんらかの情報があれば、魅力的に感じて、も

う５０数年前にそちらの方へ帰っていたかもしれないなということを、いま聞きながら思いました。
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いずれにしても、これから千葉工業大学、鎌田先生それから今日、南房総市、黒川課長もお見

えになっていますが、ぜひ一緒になって、魅力をつくり、そして情報を発信していきたいなと思

います。 

大枝（木更津高専） 

今日、具体的な効果的な宣伝の方法ということで、卒業生、それから重役になっている卒業

生もいると思いますので、早速もう明日からやっていこうかなと思いました。芽がでるのはかな

り先だと思うんですが、やれることは早速やっていこうかなと思います。それから、言葉の中で

あったとおり、千葉ファースト、地方創生ですから、千葉にブランド力がでてくるならば、東京デ

ィズニーランドじゃなくてたぶん千葉ディズニーランドになるでしょうし、東京ドイツ村もたぶん千

葉ドイツ村になるはずなのです。どうしても東京というブランドが強いですから、私たち、地域が

活性化して、ブランド力を高めて行きたいと思います。 

鈴木（千葉大学） 

ありがとうございました。残念ながら時間になってまいりました。最初の基調講演から含めま

して、COC＋を進めるにあたって、大変有意義なお話をうかがえたと思います。それぞれの言

葉が強く、インパクトがあるというのが私の印象でした。私と同年代の方が、こんなに非常に強

い言葉で語り、まさに実践しているということに非常に感動いたしました。私もこういう人になり

たいなという気持ちにもなりました。メルヴィルさんどうもありがとうございました。そして、各先

生方どうもありがとうございました。これにてパネルディスカッションを終わりにしたいと思いま

す。 





付録 

85



ＣＯＣ＋  

地（知）の拠点大学による地方創生推進事業とは 

文部科学省 地（知）の拠点大学による地方創生推進事業 

地域で活躍する人材の育成や大学を核とした地域産業の活性化、地方への人口集積等の観点から

は、地方大学が果たすべき役割には、極めて大きな期待が寄せられている。  

平成 25 年度から「地域のための大学」として、各大学の強みを生かしつつ、大学の機能別分化を推

進し、地域再生・活性化の拠点となる大学の形成に取り組んできた「地（知）の拠点整備事業（大学 

COC 事業）」を発展させ、地方公共団体や企業等と協働して、学生にとって魅力ある就職先を創出・開拓

するとともに、その地域が求める人材を養成するために必要な教育カリキュラムの改革を断行する大学

の取組を支援することで、地方創生の中心となる「ひと」の地方への集積を目的としている。  

対象となる事業は、地域で活躍する人材の育成や大学を核とした地域産業の活性化、地方への人口

集積等を推進するため、地域における複数の大学が、地域活性化政策を担う地方公共団体、人材を受

け入れる企業や地域活性化を目的に活動するＮＰＯや民間団体等と協働し、当該地域における雇用創

出や学卒者の地元定着率の向上を推進するものである。特に大学においては、地域が一体となって、

雇用創出や地元就職率の向上に取り組むとともに、その地域が必要とする人材を養成するための教育

カリキュラムの構築・実施に取り組むこととしている。
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千葉のＣＯＣ＋概要 

事業責任者 千葉大学 上野 武 

COC+事業の責任者をしております、千葉大学の上野です。私達は、「都市と世界をつなぐ

千葉地方圏の“しごと”づくり人材育成事業」を推進しています。この事業は、昨年度、平成 27

年度に採択されたもので、本日のシンポジウムもその事業の一環として位置づけられています。 

千葉大学が幹事校となり、本日会場を提供いただいている千葉工業大学、敬愛大学、木更

津工業高等専門学校、聖徳大学短期大学部、千葉科学大学を参加校として、放送大学、城西

国際大学、日本大学生産工学部、千葉県内の大学・高専 9 校がこの事業を進めています。 

連携いただいている自治体を右側に示しました。千葉県庁とともに、横芝光町、いすみ市、

勝浦市、長柄町、南房総市、御宿町、銚子市、館山市、木更津市、鴨川市、東金市、山武市の

12 の市と町が、連携してこの事業に取り組んでまいります。各自治体では、人口減少を食い止

めるための「総合戦略」の中に、COC+での協働を明記いただいています。さらに、下の欄にお

示しした、３２の企業、NPO 法人、団体、高校のご協力とご支援をいただいています。時間の関

係ですべてのお名前をご紹介できませんが、お手元のパンフレットでご確認いただければと思

います。 

このスライドは、文部科学省が「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業」（いわゆる

COC+事業）を募集した背景と、事業が求める内容を示したものです。東京への一極集中が進

み、地方から若者がどんどん流出している状況を食い止めるために、地方の大学が，地域の

自治体や企業、NPO と協働して、地域の雇用をうみだし、若者の就職率を高めるための方策

を作っていくというものです。大学には、地域が求める人材を育成するための教育改革と，推

進コーディネーターの配置が求められました。COC+事業に先立って平成 25 年度から募集され

た、「地（知）の拠点整備事業」に採択された大学は、引き続きこの COC+事業に加わることが

求められました。 

ここにお示しした千葉県全体の図の内、色のついた部分が事業協働地域です。千葉大学と

敬愛大学は、左側で白くなっている東京に近い都市圏で、「地（知）の拠点整備事業」COC 事

業を実施してきました。COC 事業と COC+事業の二つが合体することで、千葉県全体の問題を

カバーすることができるようになりました。色のついた部分は、千葉県総合計画で４つに分けら

れています。空港ゾーン、香取・東総ゾーン、圏央道ゾーン、南房総ゾーンの４つで事業を推進

していきます。さらに、横芝光町、いすみ市、勝浦市を事業重点地域として、ハブオフィスを設

置しています。若年人口の減少、少子高齢化、地域産業の後継者不足、地域経済の縮小と衰

退をくいとめるために、地域産業にイノベーションを興す「地域産業イノベーション人材を育成」

することを、目標としています。海と山に囲まれ、都市と農山漁村が共存する房総半島にある

千葉県は、産業構造や地理的特徴が日本の縮図といえるのではないでしょうか。私達が推し

進める事業が、日本の地方創生の先進モデルとなるように、頑張っていく覚悟です。 

「都市と世界をつなぐ千葉地方圏の“しごと”づくり人材育成事業」の概念を図に示しました。

都市部や大学にある研究のシーズを、地域に持って行き、6 次産業化、インバウンド観光、メデ

ィカル連携などをキーワードとした新しい産業を地域に興し、ローカル・イノベーションが集積し

概要 
説明 
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た強みによって、世界を視野に入れた地域産業へと繋げていくことを目指しています。 

もう少し詳しく説明したのがこの図です。「地（知）の拠点」としての大学と地域を結ぶ、ローカ

ル・イノベーション・コンソーシアムを組織します。ここで、地域のニーズと大学の研究シーズを

マッチングしていきます。ローカルベンチャー企業や、いくつも地域で生まれることで、ローカ

ル・イノベーションが集まった町としていくことを目指しています。世界展開や、アジア諸都市へ

の課題解決支援などにも繋がっていけば、大学と地域が互いに発展する好循環が生まれるの

ではないでしょうか。具体的な事例については、パネルディスカッションの中でご紹介していき

ます。 

この事業は、参加大学がそれぞれの特長を活かして、連携する自治体と一緒にプロジェクト

を進めていきます。様々な活動の情報を共有し、互いに補い合いながら、大きなパワーを発揮

するために、参加校、参加自治体が一堂に会することができる組織体が必要です。そこで、大

学連携地方創生推進会議を設置しました。第 1 回の会議では、大学の教育プログラムの開発

状況と、参加自治体におけるコンソーシアムの設立状況などについて、情報を共有し、個別プ

ロジェクトに活かすことができるようにしています。最後に、ここに示した参加校の活動の概要

をお話ししたいと思います。 

まず千葉大学です。重点地域である、横芝光町、いすみ市、勝浦市にローカルハブの設置

を完了しました。ここで、6 次産業化、インバウンド観光、メディカル連携を包括的に推進し始め

ています。また、長柄町でメディカル連携を中心とした取組を開始して、コンソーシアムをつくり

ました。 

敬愛大学では、成田市、空港関連企業と連携して、エアポート NARITA 地域産業学という副

専攻をつくりました。受講者が企業へのインターシップを経験することで、地域企業への就職率

向上を図ります。空港発の地域産業振興につなげていくこと目指しています。 

千葉工業大学は、御宿町と連携して、外房の歴史や自然と、最先端技術とを融合させた、

賑わいのまちづくりや、子供たちからアクティブシニアが楽しめる遊び場をつくる試みを検討し

ています。 

千葉科学大学は、銚子市と連携してエクステンションセンターを開設しました。ここで郷土教

育講座や、防災士資格取得講座など、地域産業振興や若者定着に役立つ講座を開設してい

ます。 

聖徳大学短期大学部は、南房総市と連携しています。ここに千葉興業銀行や地元企業が加

わって、地域農産物を活用した新商品開発を行っています。千葉で作って千葉で消費する、千

産千消を推進しています。 

木更津高専は、木更津市と連携しています。市民交流をサポートするみなまちブックカフェ

の活動を実施しました。また、植物工場の計測・制御システムの開発や、情報セキュリティ人材

育成を通じて、地域産業にイノベーションをおこそうとしています。 

後で行われるパネルディスカッションで、さらに詳しく紹介があると思いますので、楽しみにし

ていただければと思います。 

以上が、千葉県における COC+事業の概要です。 
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地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）

都市と世界をつなぐ
千葉地方圏の“しごと”づくり人材育成事業

日本政策金融公庫 千葉銀行 京葉銀行 千葉興業銀行 サイボウズ マイファーム 千葉日報社 千葉テレビ放送
成田空港活用協議会
横芝光町商工会 向後米穀 理想郷 アクセルコミュニケーション NPO法人TINA 合同会社SOZO
リゾートソリューション マザアス R.project リソル生命の森
自然と共生する里づくり連絡協議会 NPO法人いすみライフスタイル研究所 いすみ市商工会 港の朝市運営委員会
夷隅東部漁業協同組合 いすみ市耕作放棄地対策協議会 千葉県タクシー協会外房支部 いすみ市観光協会 いすみ鉄道
勝浦市商工会 ONE勝浦企業組合 横芝敬愛高等学校 千葉県立安房高等学校

敬愛大学

放送大学

木更津工業高等専門学校

千葉県

千葉工業大学

聖徳大学短期大学部 千葉科学大学

千葉大学

日本大学生産工学部城西国際大学

横芝光町 いすみ市 勝浦市

御宿町

長柄町

南房総市 銚子市 館山市

鴨川市木更津市 東金市 山武市

「都市と世界をつなぐ千葉地方圏の”しごと”づくり人材育成事業」地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）

地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）について 概要

1

■背景・課題

『人口減少が地域経済の縮小を呼び、地域経済の縮小が人口減少を加速させる』という負のスパイラルに陥ること
が危惧されている。
地方／東京の経済格差拡大が、東京への一極集中と若者の地方からの流出を招いている。

■国の事業概要
地方の大学…地域の自治体や中小企業等と協働し、
地域の雇用創出や学卒者の地元定着率の向上に関する計画を策定

・大学が、地域の各種機関と協働し、
学生にとって魅力ある就職先を創出・開拓するとともに
地域が求める人材を育成するための教育改革を実行

・ＣＯＣ＋推進コーディネーターを配置し、
事業協働地域の連携強化や取組の進捗を管理

■成果
・事業協働地域における雇用創出
・事業協働地域への就職率向上

若年層人口の東京一極集中の解消

※ＣＯＣからＣＯＣ＋へ 目的が変更
ＣＯＣ ：地域再生・活性化の核となる大学の形成
ＣＯＣ＋：若年層人口の東京一極集中の解消

事業協働機関が設定した
目標達成のため、

大学力（教育・研究・社会貢献）
を結集
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事業協働地域と課題

2

全体

■事業協働地域の考え方

• 千葉県総合計画で区分された５ゾーンのう
ち、人口減少および若年層の人口流出が発
生している千葉地方圏４ゾーン（香取・東総、
空港、圏央道、南房総）を事業協働地域と
する。

• また、総務省の地方創生人材支援制度の
派遣先である横芝光町、いすみ市、勝浦市
を事業重点地域としハブオフィスを設置する。

■千葉地方圏の課題
・若年層の人口減少 ・少子高齢化
・地域産業の後継者不足
・地域経済の縮小と衰退

■事業の目的と目標

• 首都圏に近く、成田空港を有する立地を
活かし、都市の研究シーズを千葉に集約
させ、地方に還流し、地域産業にローカ
ル・イノベーションを興す「地域産業イノ
ベーション人材」を育成する。

• 海と山に囲まれ、都市と農村が共存する
千葉県は「日本の縮図」ともいえ、本事
業が人口減少課題に直面する日本の地
域創生先進モデルとなることを目指す。

事業目標：事業協働地域就職率
３％（Ｈ２６）→１３％（Ｈ３１）

「都市と世界をつなぐ千葉地方圏の”しごと”づくり人材育成事業」地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）

事業概念図

3

全体

都市と世界をつなぐ
千葉地方圏の“しごと”づくり人材育成事業
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ローカル・イノベーション・コンソーシアムによる産業振興と研究の循環 研究

4

地
（
知
）の
拠
点

都
市

地
域

 大学，地元企業，地方公共団体等で構成
 地域ごと，産業ごとに設置
 地域産業との共同研究，技術移転を進め，地域産業

振興を支援

大学研究シーズ大学研究シーズ

 看護・園芸学部を中心に全学連携する環境・健康・食
の社会実装型研究

地域ニーズ

ローカルベンチャー
起業

ローカルベンチャー
起業

起
業
支
援

雇
用
創
出

人
材
・
研
究
・
資
金

地域シンクタンク地域シンクタンク

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動

研究
参
加

都心企業・地域企業・大学

調
査
・研
究

研究大学による
地方創生モデル

ロ ー カ ル イ ノ ベ ー
ションの世界展開

アジア諸都市への
課題解決支援

大学と地方が互い
に発展する好循環

ローカル・イノベーション集積タウン

ローカル・イノベーション・
コンソーシアム

ローカル・イノベーション・
コンソーシアム マ

ッ
チ
ン
グ

「都市と世界をつなぐ千葉地方圏の”しごと”づくり人材育成事業」地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）

体制図

5

千葉地方圏の協働体制図

大学連携地方創生推進会議

地域産業の活性化 若者の就職率の向上

協働

参加自治体

地域・産業ごとに設置

重点モデル地域に設置

地域 大学・企業等

教育に関わる大学・自治体・企業等で構成

参加企業等

参加・協力大学等

ＣＯＣ＋大学

千葉県

銚子市 東金市 館山市 木更津市 勝浦市

鴨川市 南房総市 山武市 いすみ市

横芝光町 長柄町 御宿町

コンソーシアム

ローカルハブ 教育プログラム開発委員会

千葉大学

敬愛大学 木更津工業高等専門学校
千葉工業大学 千葉科学大学 聖徳大学短期大学部

放送大学 日本大学生産工学部 城西国際大学

金融機関 民間企業 メディア NPO法人 等
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参加大学の取組

• 横芝光町、いすみ市、勝浦市
にローカルハブ設置

• ６次産業化、インバウンド観光、
メディカル連携を包括的に推進

• 長柄町、館山市でのコンソーシ
アム形成

• 成田市、空港関連企業との連携
• エアポートNARITA地域産業学

（副専攻）
• インターンシップ
• 空港発地域産業振興

• 銚子市との連携
• エクステンションセンター開設
• 郷土教育講座
• 防災士資格取得講座
• 産業振興、若者定着

• 御宿町との連携
• 外房の歴史・自然と、最先端

技術との融合
• 賑わいの町づくり
• 多世代の遊び場づくり

• 南房総市との連携
• 千葉興銀、地元企業との連携
• 地域農産物を活用した新商

品の開発
• 千産千消活動への協力

• 木更津市との連携
• 市民交流サポート
• みなまちブックカフェ
• 植物工場計測・制御システム開発
• 情報セキュリティ人材育成
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